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第5章　取り外し、取り付け、および調整

この章では、主な部品の取り外し、取り付け、および調整・点検方法について説明する。

プリンターの保守をする場合は、次の注意事項を守ること。

l 部品の取り外しおよび取り付けのときは、必ず電源スイッチを切る。

l 故障発生前の状況を確認する。

l 服装を点検する。

l マニュアルで、正しい手順と調整方法を確認する。

l プリンターに使用しているセット・スクリュー（六角穴付ネジ）は、緩めたり外したりしないこと。

緩めた場合は、プリント・ヘッドのギャップが変わる可能性がある。

l 作業前後の機器の清掃と修理後の注油（第7章「保守点検（PM）」参照）を実施する。

l ユーザー・プログラムでの確認作業を実施する。

l 故障内容、交換部品、調整値等を記録する。

l お客様への完了報告を行う。
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5.1 部品の取り外しと取り付け

5.1.1 Top Cover Assembly

［取り外し］

電源スイッチをOffにし、電源コードをコンセントから抜く。

Guide Plate  とHood Cover  、Form Guide Asm  を外す。

後面の2本のネジ  を外してTop Cover Asm  を外す。

注： Top Cover Asm  を外すときは、後部を少し持ち上げて、左右前面のラッチを下からドライ

バー等で横に開くようにすると外しやすい。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

注：

1. I/F Cable Connectorの2個のLock Leverは、Top Coverよりも内側に入るように倒しておくこと。

2. Top Cover Asm  の取り付け時には、Top Cover AsmでOperator Panelをこすらないように注意す

る。
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図5-1　Top Cover Assembly
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5.1.2 Access Cover

［取り外し］

Access Cover  を少し（2～3 cm程度）開けた状態で、左側をもちあげてからAccess Cover  全体

を左に動かして取り外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

図5-2　Access Cover
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5.1.3 Front Cover

［取り外し］

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

Front Cover下部にあるスタッド  をBottom Plateから外し、左右にあるラッチを押さえながらFront 

Cover  を外す。

［取り付け］

ラッチが確実に入るまで押し込んで、スタッド  をBottom PlateにはめてFront Coverを取り付ける。

図5-3　Front Cover
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5.1.4 Operator Panel

［取り外し］

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

Front Coverを外す。（5.1.3参照）

4本のネジ  を外し、Cable Stop Plate  を外す。

Logic Cardのコネクター（J9）  の先端を少し持ち上げ、ケーブルを抜く。

突起  を乗り越えるように、右下の端  を手前に引きながら、Operator Panel  を正面から見て、矢

印の方向にずらして、上に引き抜く。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

注：

1. コネクター  の先端を持ち上げながら、ケーブルを挿入した後、コネクター  の先端を下に押

しつけること。

2. ケーブルは金属が露出している面が、後ろから見て奥側になるように取り付けること。

3. ケーブルをCable Stop Plate  のツメにプレートに沿って平行にはめることを忘れないこと。
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図5-4　Operator Panel
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5.1.5 Logic Card/Interface Card

［取り外し］

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

Logic Card Cover  についている5本のネジ  を外して矢印の方向にずらしてLogic Card Cover  

を外す。

Cable Stop Plate  についている4本のネジ  を外し、Cable Stop Plate  をケーブルから外す。

Logic Card  についているコネクターをすべて外す。

Logic Card  を止めている2本のネジ  を外し、Logic Card  を外す。

Interface Card  を止めているネジ  を外し、Interface Card  を外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

注：

1. Logic Cardの取り付けは、Cardの両端をPower Supplyのブラケットのスリット（切り込み）にはめ

てから、2本のネジ  を締めること。

2. Cable Stop Plate  を取り付ける時は、プレートのツメにOperator PanelのケーブルとPrint Head 
Cableをはめることを忘れないこと。プレートに沿ってケーブルが平行になるようにすること。

3. 取り付け終了後、以下の項目を実施すること。

l NVRAM初期化の［スベテショキカ］（5.2.10参照）

l Interface Card初期化（「ネットワーク設定ガイド」第1章参照）

l 罫線調整（5577モード）（5.2.6.1参照）

l その他必要に応じた印字開始位置/トップマージン調整（5.2.7.6～5.2.7.7参照）

l AGA GAP補正（5.2.7.8参照）

l 自動GAP補正値の入力（5.2.7.9参照）
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図5-5　Logic Card/Interface Card
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5.1.6 Power Supply/FAN Carrier Motor

［取り外し］

電源スイッチをOffにしてから、電源コードをコンセントから抜く。

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

Front Coverを外す。（5.1.3参照）

AGA Sensorに当たらないようにして、Logic Cardを外す。（5.1.5参照）

2本のネジ  を外して電源スイッチ  を外す。

本体の左のフレームに付いているアース線  とネジ  を外して、取り外す。

Power Supply  のネジ  を外してPower Supply  を矢印の方向にずらして引き出す。

ネジ  を外してFAN Support  を外す。

2本のネジ  を外してFAN Carrier Motor  を外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

注：

1. Power Supply  を交換するときは、新品のPower Supplyに取り付けられているCard Support  
を取り外して、交換前のPower Supplyに取り付けられていたFAN Support  を取り付けること。

2. ネジ  およびネジ  を取り付ける際は、ネジロックを使用すること。 

Power Supply を取り外すときは、危険防止のため、電源コードは必ず

抜くこと。
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図5-6　Power Supply/FAN Carrier Motor



5-12　InfoPrint 5579　保守マニュアル

5.1.7 Print Head

［取り外し］

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

Print Head  が高温になっている場合があるので注意しながら、キャリアー  を右端に動かす。

リボン・ガイド  をPrint Head  から上に抜きながら、インク・リボン・カートリッジ  を外す。

2本のネジ  を外し、Print Head  をコネクター  から上に抜いて外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の順序で行う。

注：

1. Print Head  はキャリアー  の突起部の垂直面に押し付けて取り付けること。

2. Print Head  はコネクター  に確実に挿入すること。

3. 2本のネジ  で取り付けるとき、まずネジがネジ穴の中央にくるようにPrint Head  を置く。次

に左右のネジ  を仮止め後、前から見て右側のネジ  から本締めすること。

図5-7　Print Head
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5.1.8 Ribbon Shield

［取り外し］

Top Cover Asm を外す。（5.1.1参照）

キャリアー  を一番右に移動する。

インク・リボン・カートリッジを外す。

Print Head  を外す。（5.1.7参照）

Ribbon Shield  を上に引き抜く。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の順序で行う。

注：

1. Print Head  は、キャリアー  の突起部の垂直面に押し付けて取り付けること。

2. Print Head  はコネクターに確実に挿入すること。

3. 2本のネジで取り付けるとき、まずネジがネジ穴の中央にくるように、Print Head  を置く。

 次に左右のネジを仮止め後、前から見て右側のネジから本締めすること。

図5-8　Ribbon Shield
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5.1.9 Print Head Cable

［取り外し］

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

Front Coverを外す。（5.1.3参照）

インク・リボン・カートリッジを外す。

Print Headを外す。（5.1.7参照）

4本のネジ  を外して、Cable Stop Plate  を外す。

Logic CardからコネクターJ14、J19を外す。

キャリアー  をCable Clamp  と内側のCable Clamp  の中間に移動させる。

2個所のCable Clamp  を矢印の方向に押しながら外す。

ネジ  を外してCable Clamp  を外す。

キャリアー内のコネクターJ26を外す。

キャリアー  についているアース・ケーブルをとめているネジ  を外して、アース・ケーブルを外す。

2本のネジ  を外してCable Clamp  を外す。

Film Head Cable  とFilm Head Cable inside  を外す。

Print Head Cable  をフレームの穴から引き出して外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で図5-9を参照しながら行う。

注：

1. Print Head Cable  のコネクターをLogic Cardに取り付ける時に、ケーブルをCable Stop Plate  
のツメに、プレートに沿って平行にはめることを忘れないこと。

2. Film Head Cable  とFilm Head Cable inside  でPrint Head Cable  のフレキケーブル部を挟み、

片側はネジ  で、片側はネジ  で固定する。
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図5-9　Print Head Cable
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5.1.10 Oil FeltとSupport

［取り外し］

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

インク・リボン・カートリッジを外す。

Print Headを外す。（5.1.7参照）

キャリアー  を右端に動かす。

Oil Felt Support  の横穴からドライバーを入れ、ラッチを押しながらOil Felt Support  を外す。

Oil Felt  を手で外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

図5-10　Oil FeltとSupport
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5.1.11 Ribbon Drive Assembly

［取り外し］

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

インク・リボン・カートリッジを外す。

2本のネジ  を外して、Ribbon Drive Asm  を外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

注： Ribbon Drive Asm取り付け時、Ribbon Drive AsmとCarrier Motorの両方のカサ歯車の面を接触

させ、2本のネジ  を締める。キャリアーを手で左右に動かして、カサ歯から異音が出るようで

あれば、2本のネジ  を締め直して調整する。

図5-11　Ribbon Drive Assembly
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5.1.12 AGA Motor AssemblyとIdler Gear

［取り外し］

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

コネクターJ4を外す。

AGA Motor Cable Clamp  をフレームのClamp  から切り離す。

AGA Motor Asm  のブラケットを取り付けている2本のネジ  を外し、AGA Motor Asm  を外す。

Gear AGA Idler  を外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

図5-12　AGA Motor AssemblyとIdler Gear
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5.1.13 AGA Position Sensor

［取り外し］

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

コネクターJ12を外す。

2本のネジ  を外し、AGA Position Sensor  を外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

注： 取り付け後は、必ずプラテンとPrint Headのギャップ調整を行うこと（5.2.12参照）。

図5-13　AGA Position Sensor
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5.1.14 ASF Guide Bracket

［取り外し］

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

ネジ  を外し、Left ASF Guide Bracket  を外す。

ネジ  を外し、Right ASF Guide Bracket  を外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しと逆の手順で行う。
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図5-14　ASF Guide Bracket
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5.1.15 Tension Pulley Assembly

［取り外し］

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

インク・リボン・カートリッジを外す。

Front Coverを外す。（5.1.3参照）

3個のラッチを広げてFeed Cover  を外す。

Feed Belt  と下側のIdler Pulley  を外す。（5.1.19参照）

ボルト  から、外側のナット  、スプリング・ワッシャー  、内側のナット  、M4ワッシャー  を

順に外す。

Tension Pulley Asm  を取り付けているネジ  とワッシャー  を外す。

ボルト  の先端をフレームの穴から抜いて、プーリーをCarrier Belt  から外して、ブラケット  を

外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

注：

1. Tension Pulleyを取り付けの時は、ツバ  の厚い方が手前になる向きで取り付ける。

2. Tension Pulley Asm  の取り付けの時は、最初にキャリアーを左端に動かしてからTension Pulley 
Asm  をネジ  で仮止めする。次にボルト  の先端にM4ワッシャー  を入れてから内側の

ナット  を入れてCarrier Belt  に張りを与える。このようにして、ベルトの張りを調整（5.2.3
参照）してからネジ  を本締めしてTension Pulley Asm  を固定する。最後にスプリング・ワッ

シャー  と外側のナット  を取り付け、内側のナット  を先細のラジオペンチ等で固定しな

がら外側のナット  を締め付ける。

3. 取り付け終了後、必ず罫線パターンの確認、調整をする。（5.2.6.1参照）

4. Print Unitを取り付ける時は、プラテンの左右の底部をFeed Unitのサイドフレームの面に一致さ

せてから、4本のネジ  と2本のネジ  を締める。その時、前から見て左側の下のネジ  を締め

てから、上のネジ  を締める。次に右側の下のネジを締めてから、上のネジを締める（ネジ  は
ネジ  より短いことに注意する）。

5. Cable Stop Plateのツメに、Operator PanelのケーブルとPrint Head CableをPlateに沿って平行には

めることを忘れないこと。
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図5-15　Tension Pulley Assembly
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5.1.16 Carrier MotorとBelt

［取り外し］

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

インク・リボン・カートリッジを外す。

Front Coverを外す。（5.1.3参照）

Print Headを外す。（5.1.7参照）

Ribbon Shieldを外す。（5.1.8参照）

Ribbon Drive Asmを外す。（5.1.11参照）

Logic CardからコネクターJ1、J7、J12、J15を外す。

Feed Cover  を、3個所のラッチを広げて外す。

4本のネジ  を外してCable Stop Plate  を外す。

Logic CardからコネクターJ19、J14、J9を外す。

Print Unit  の両サイドの各2本のネジ  と各1本のネジ  を外す。

Print Unit  を両手で持って上に引き上げる。

Tension Pulley Asmを外す。（5.1.15参照）

2本のネジ  と2個のワッシャー  を外し、Carrier Support Plate  を外す。

Carrier Motor  をとめている2本のネジ  を外し、Carrier Motor  を外す。

Print Unit  の底の穴を利用して、Belt Clamp  を止めているネジ  を外し、Carrier Belt  を外す。

注： Ribbon ShieldがついたままでPrint Unit  を外そうとすると、Ribbon Shield下端が用紙ガイド

に引っ掛かってしまうので、必ずRibbon Shieldを外してからPrint Unitを外すこと。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

注：

1. Carrier Motor  を取り付ける時、キャリアー・モーター・ケーブルがサイドフレームに一番近い

位置にくるように取り付けること。

2. Carrier Support Plate  はCarrier Beltを張る前に、取りつけること。

3. Print Unit  を取り付ける時は、プラテン  の左右の底部  をFeed Unit  のサイドフレーム

の面  に一致させてから、4本のネジ  と2本のネジ  を締める。そのとき、前から見て左側の

下のネジ  を締めてから、上のネジ  、  を締める。次に右側の下のネジ  を締めてから、上

のネジ  、  を締める（ネジ  はネジ  より短いことに注意する）。

4. 取り付け終了後、必ず罫線パターンの確認、調整をする。（5.2.6.1参照）

5. Cable Stop Plate  のツメに、Operator PanelのケーブルとPrint Head Cableをプレートに沿って平

行にはめることを忘れないこと。
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図5-16　Carrier MotorとBelt
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5.1.17 Paper Edge Sensor

［取り外し］

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

インク・リボン・カートリッジを外す。

Front Coverを外す。（5.1.3参照）

Print Headを外す。（5.1.7参照）

Ribbon Shieldを外す。（5.1.8参照）

Logic CardからコネクターJ1、J7、J12、J15を外す。

Feed Cover  を3個所のラッチを広げて外す。

4本のネジ  を外してCable Stop Plate  を外す。

Logic CardからコネクターJ19、J14、J9を外す。

Print Unit  の両サイドの各2本のネジ  と各1本のネジ  を外し、Print Unit  を両手でもって上

に引き上げる。

Paper Edge Sensor  のコネクターJ22を外す。

2本のネジ  を外し、Paper Edge Sensor  を外す。

注： Ribbon Shield がついたままでPrint Unit  を外そうとするとRibbon Shield下端が用紙ガイドに

引っ掛かってしまうので、必ずRibbon Shieldを外してからPrint Unitを外すこと。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

注：

1. センサー裏側のハンダ高さ  が1 mm未満であることを確認すること。

2. Paper Edge Sensorはプラテン側に平行に押し付けながらネジを締める。

3. Print Unitを取り付ける時は、プラテン  の左右の底部  をFeed Unit  のサイドフレームの面 
 に一致させてから、4本のネジ  と2本のネジ  を締める。そのとき、前から見て左側の下の

ネジ  を締めてから、上のネジ  と  を締める。次に右側の下のネジ  を締めてから、上の

ネジ  と  を締める。（ネジ  はネジ  より短いことに注意すること）

4. Cable Stop Plate  のツメにOperator PanelのケーブルとPrint Head Cableをプレートに沿って平

行にはめることを忘れないこと。
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図5-17　Paper Edge Sensor
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5.1.18 Carrier Frame Assembly

注： セット・スクリュー（六角穴付ネジ）は工場でプリント・ヘッドのギャップ調整済みなので、絶

対に外さないこと。

［取り外し］

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

インク・リボン・カートリッジを外す。

Front Coverを外す。（5.1.3参照）

Operator Panelを外す。（5.1.4参照）

Print Headを外す。（5.1.7参照）

Ribbon Shieldを外す。（5.1.8参照）

Print Head Cableを外す。（5.1.9参照）

Oil Felt SupportとOil Feltを外す。（5.1.10参照）

Ribbon Drive Asmを外す。（5.1.11参照）

AGA Gap Motor AsmとAGA Idler Gearを外す。（5.1.12参照）

コネクターJ1、J8、J12を外す。

3個のラッチを広げてFeed Cover  を外す。

Print Unitの両サイドの各2本のネジ  と各1本のネジ  を外す。

Print Unitを両手でもって上に引き上げる。

Tension Pulley Asmを外す。（5.1.15参照）

Carrier MotorとCarrier Beltを外す。（5.1.16参照）

Carrier Frame Asm  からPaper Edge Sensorを外す。（5.1.17参照）

注： Ribbon ShieldがついたままでPrint Unitを外そうとすると、Ribbon Shield下端が用紙ガイドに

引っ掛かってしまうので、必ずRibbon Shieldを外してからPrint Unitを外すこと。

［取り付け］

取り付けは、取り外しと逆の手順で行う。

注： Print Unitを取り付ける時は、プラテン  の左右の底部  をFeed Unit  のサイドフレームの

面  に一致させてから、4本のネジ  と2本のネジ  を締める。その時、前から見て左側の下

のネジ  を締めてから、上のネジ  、  を締める。次に右側の下のネジ  を締めてから、上

のネジ  、  を締める（ネジ  はネジ  より短いことに注意すること）。
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図5-18　Carrier Frame Assembly



5-30　InfoPrint 5579　保守マニュアル

5.1.19 Feed Belt, Pulleys, Gears

［取り外し］

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

Feed Cover  を3個所のラッチを広げて外す。

2個のネジ  をゆるめてFeed Belt  を各Pulleyから外す。

Eクリップ  を外してLower Feed Roller Pulley  を外す。

2個のEクリップ  を外して、2個のIdler Pulley  を外す。

Eクリップ  を外し、Tension Pulley  を外す。

Tension Spring  を外し、2個のネジ  とワッシャー  を外して、Tension Pulley Plate  を外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

注：

1. 2個のネジ  はFeed Belt  を取り付けてから本締めすること。

2. Feed Cover  を取り付ける時は、2個の穴  をスタッド  にはめ、3個所のラッチが完全にフ

レームにはまるようにすること。

図5-19　Feed Belt, Pulleys, Gears
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5.1.20 Feed Motor

［取り外し］

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

Feed Cover  を3個所のラッチを広げて外す。

4個のネジ  を外して、Cable Stop Plate  を外す。

コネクターJ18をLogic Cardから外す。

2個のネジ  を外して、Feed Belt  とTension Pulley Asm  、Tension Spring  を外す。

Feed Motor  の2本の取り付けネジ  を外す。

Feed Motor  のケーブルのターミナル  がフレームに当たらないように、少しFeed Motor  を回

転させながら外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

注：

1. 2個のネジ  はFeed Belt  を取り付けてから本締めすること。

2. Cable Stop Plate  のツメにOperator PanelのケーブルとPrint Head Cableをプレートに沿って平

行にはめることを忘れないこと。

図5-20　Feed Motor
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5.1.21 ASF Drive GearとBracket

［取り外し］

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

ネジ  を外してASF Gear Bracket  を外す。

ASF Drive Gearのブッシング  を引き抜く。

ASF Drive Gear  を上にずらしてから横に外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しと逆の手順で行う。

注： ASF Drive Gear  を逆向きに取り付けると、ブッシング  がきちんと入らないので注意する

こと。
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図5-21　ASF Drive GearとBracket
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5.1.22 Upper Pressure Roller Assembly, Gear

［取り外し］

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

Feed Cover  を3個所のラッチを広げて外す。

Eクリップ  を外し、スタッド  を外す。

ブッシング  のラッチを押し込み、ブッシングを図の位置まで回転させた状態で（左右とも）Upper 

Pressure Roller Asm  を上部方向に引き抜く。

Eクリップ  を外す。

ローラー・シャフトを矢印の方向にずらし、スプリング・ピン  を抜いてからUpper Pressure Roller 

Gear  を外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しと逆の手順で行う。

図5-22　Upper Pressure Roller Assembly,Gear
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5.1.23 Stopper Plate

［取り外し］

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

ASF Gear BracketとASF Drive Gear を外す。（5.1.21参照）

2個のEクリップ  を外す。

Stopper Plate  を矢印の方向にずらしてから、少し下方に外す。6個のツメ  が曲がらないように注

意すること。

［取り付け］

取り付けは、取り外しと逆の手順で行う。

注： Stopper Plate  の6個のツメ  に曲がりがないことを確認する。

図5-23　Stopper Plate



5-36　InfoPrint 5579　保守マニュアル

5.1.24 Upper Feed Roller Shaft, Bushing, Gear

［取り外し］

電源スイッチをOffにしてから電源コードをコンセントから抜く。

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

Front Coverを外す。（5.1.3参照）

Power Supplyを外す。（5.1.6参照）

Stopper Plateを外す。（5.1.23参照）

Feed Cover  を3個所のラッチを広げて外す。

Feed Belt  と上側のIdler Pulley  を外す。（5.1.19参照）

左側のEクリップ  、ブッシング  を外す。

Upper Feed Roller Shaft  を右サイドフレーム側にずらして、シャフトを大きい穴にずらして外す。

Upper Feed Roller Gear  とブッシング  をずらして、スプリング・ピン  を抜いてからギア  と
ブッシング  をシャフトから外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

注： ブッシング  、  を取り付ける時、内面にIBM#6のオイルをつけ、ブッシング  、  の突起

をサイドフレームに完全にはめること。
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図5-24　Upper Feed Roller Shaft, Bushing, Gear
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5.1.25 Lower Feed Roller Shaft, Bushing

［取り外し］

電源スイッチをOffにしてから電源コードをコンセントから抜く。

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

Front Coverを外す。（5.1.3参照）

Power Supplyを外す。（5.1.6参照）

Feed Cover  を3個所のラッチを広げて外す。

Feed Belt  とLower Feed Roller Pulley  を外す。（5.1.19参照）

右側のブッシング  と左側のEクリップ  、ブッシング  を外す。

Lower Feed Roller Shaft  をサイドフレームの大きい穴にずらして外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しと逆の手順で行う。

注： ブッシング  、  を取り付ける時、内面にIBM#6のオイルをつけ、ブッシング  、  の突起

をサイドフレームに完全にはめること。
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図5-25　Lower Feed Roller Shaft, Bushing
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5.1.26 Lower Pressure Roller Assembly

［取り外し］

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

インク・リボン・カートリッジを外す。

Front Coverを外す。（5.1.3参照）

Logic CardからコネクターJ1、J4、J8、J9、J12、J14、J19を外す。

3個所のラッチを広げてFeed Cover  を外す。

4本のネジ  を外してCable Stop Plate  を外す。

Print Headを外す。（5.1.7参照）

Ribbon Shieldを外す。（5.1.8参照）

Print Unitの両サイドの各3本のネジを外し、Print Unitを両手で持って上に引き上げる。

左側の2個のEクリップ  を外す。

スタッド  からリンク  を外す。

注： スタッド  とリンク  の間にドライバーをさしこみ、下に押さえて左右にゆらしながらリン

クを外す。

右側にLower Pressure Roller Asm  を動かして外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

注：

1. Lower Pressure Roller Asm  の取り付け時、カチッと音がするまでリンク  をスタッド  に押

し込むこと。

2. Print Unit の取り付け時、5.1.18の注意事項に気をつけること。

3. Cable Stop Plate  のツメに、Operator PanelのケーブルとPrint Head Cableをプレートに沿って平

行にはめることを忘れないこと。
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図5-26　Lower Pressure Roller Assembly
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5.1.27 TOF/BOF Sensor

［取り外し］

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

インク・リボン・カートリッジを外す。

Front Coverを外す。（5.1.3参照）

3個所のラッチを広げてFeed Cover  を外す。

Upper Pressure Roller Asmを外す。（5.1.22参照）

Logic Cardを外す。（5.1.5参照）

Power Supplyを外す。（5.1.6参照）

Stopper Plateを外す。（5.1.23参照）

Upper Feed Roller Shaftを外す。（5.1.24参照）

2本のネジ  を外す。

2本のネジ  を外しプレート  を外す。

TOF/BOF Sensor  を横にずらして下へ外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

注：

1. TOF/BOF Sensorの取り付けは、内部のケーブルを傷つけないように注意して上と下のセンサー

を各プレートの穴に合わせること。TOF/BOF Sensorの右側の突起  をプレート  のスリット 
 に差し込むこと。

2. ネジ  とネジ  は長さが異なるので注意すること（ネジ  のほうが長い）。
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図5-27　TOF/BOF Sensor
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5.1.28 Tractor Assembly, Gear

［取り外し］

電源スイッチをOffにしてから、電源コードをコンセントから抜く。

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

Front Coverを外す。（5.1.3参照）

Tractor Asm  のコネクターJ6を抜く。

2本のネジ  を外して電源スイッチ  を外す。

2個のEクリップ  を抜く。

Tractor Asm  を矢印の方向にずらし、外す。

Eクリップ  を抜く。

Tractor Gear  をずらし、スプリング・ピン  を抜いてからTractor Gear  をシャフトから外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

注：

1. Tractor Asm  のブッシング  をリンク  にはめて取り付けること。

2. EOF Switchのケーブル  はケーブルガードのツメ  の下側にはめて、トラクターの動きの

じゃまにならないようにすること。
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図5-28　Tractor Assembly, Gear
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5.1.29 EOF Switch

［取り外し］

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

Front Coverを外す。（5.1.3参照）

Tractor Asm  を外す。（5.1.28参照）

左側のネジ  を外し、ブラケット  とブッシング  を外す。

左側のTractor Sub-Asm  を左方向に外す。

カバー  を外す。

2本のネジ  を外し、EOF Switch  を外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しと逆の手順で行う。

注：

1. 左側のTractor Sub-Asm  に角シャフト  を入れるとき、Tractor Sub-Asmの側面にあるマーク 
 を左右のトラクターともに同一方向に合わせること。

2. 角シャフトとEOF SWが当たらないように注意すること。

図5-29　EOF Switch
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5.1.30 Cam MotorとCam Sensor

［取り外し］

電源スイッチをOffにしてから、電源コードをコンセントから抜く。

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

Front Coverを外す。（5.1.3参照）

Power Supplyを外す。（5.1.6参照）

2本のネジ  を外してCam Motor  を外す。

2本のネジ  を外してCam Sensor  を外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

注： Cam Motorを取り付ける時、Cam MotorのギアをCam Asmのギア  に軽く押し付けながら2本
のネジ  を締める。

図5-30　Cam Motor とCam Sensor
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5.1.31 Cam Assembly

［取り外し］

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

Front Coverを外す。（5.1.3参照）

4本のネジ  を外してCable Stop Plate  を外す。

Logic CardからコネクターJ1、J4、J8、J9、J12、J14、J19を外す。

Feed Cover  を3個所のラッチを広げて外す。

Print Headを外す。（5.1.7参照）

Ribbon Shieldを外す。（5.1.8参照）

Print Unitの両サイドの各3本のネジを外し、Print Unit を両手で上に引き上げる。

Logic CardからコネクターJ13、J17を外す。

Upper Pressure Roller Asm  、Stopper Plate  、Lower Pressure Roller Asm  のそれぞれのリン

クを外す。

Cam Asm  の2本のネジ  を外す。

Tractor Asmからリンクのフォーク  を抜いてCam Asm  を外す。

Cam Asm  からCam Motorを外す。（5.1.30参照）

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

注：

1. Cam Asm  にグリースを塗布すること。（第7章,保守点検（PM）参照）

2. リンクのフォーク  をブッシングにまたがせて、カム・シャフト  をベアリング  に差し込ん

でから2本のネジ  を締める。

3. Print Unitの取り付け時、5.1.18の注意事項に気をつけること。

4. Cable Stop Plate  のツメに、Operator PanelのケーブルとPrint Head Cableをプレートに沿って平

行にはめることを忘れないこと。
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図5-31　Cam Assembly
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5.1.32 Bottom Plate

［取り外し］

電源スイッチをOffにして、電源コードをコンセントから抜く。

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

Front Coverを外す。（5.1.3参照）

Power Supplyを外す。（5.1.6参照）

Feed Cover  を3個所のラッチを広げて外す。

Bottom Plate  の左右2個所ずつのラッチ  を押して、プリンターからBottom Plate  を外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。
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図5-32　Bottom Plate
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5.1.33 Feed Frame Assembly

［取り外し］

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

インク・リボン・カートリッジを外す。

Front Coverを外す。（5.1.3参照）

Power Supplyを外す。（5.1.6参照）

3個のラッチを広げてFeed Coverを外す。

Print Headを外す。（5.1.7参照）

Ribbon Shieldを外す。（5.1.8参照）

Print Unitの両サイドの各3本のネジを外し、Print Unitを両手でもって上に引き上げる。

Feed Belt、Tension Pulley Asm、Tension Spring、2個のIdler Gear、Lower Feed Roller Pulleyを外す。

（5.1.19参照）

Feed Motorを外す。（5.1.20参照）

ASF Gear BracketとASF Drive Gearを外す。（5.1.21参照）

Upper Pressure Roller Asmを外す。（5.1.22参照）

Stopper Plateを外す。（5.1.23参照）

Upper Feed Roller Shaftを外す。（5.1.24参照）

Lower Feed Roller Shaftを外す。（5.1.25参照）

Lower Pressure Roller Asmを外す。（5.1.26参照）

Tractor Asmを外す。（5.1.28参照）

Cam Motorを外す。（5.1.30参照）

Cam Asmを外す。（5.1.31参照）

Bottom Plate  の左右2個ずつのラッチを押して、Feed Frame Asm  を外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

注： Print Unitの取り付け時、5.1.18の注意事項に気をつけること。
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図5-33　Feed Frame Assembly
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5.1.34 ASF Guide Plate

［取り外し］

電源スイッチをOffにして、電源コードをコンセントから抜く。

ASF Cableをプリンター本体から外す。

左右のスモール・カバー  を外す。

ASFをプリンター本体から外す。

Hopper Tray  とHopper Support  を外す。

Stacker Plate  を少したわませながら外す。

2本のネジ  を外す。

サイドフレームを矢印の方向に開きながらGuide Plate  を外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

注：

1. Guide Plate  の両サイドのピンは、板バネの内側になるように取り付ける。

2. ネジ  を締める時は、ネジ穴を壊さないようにあまり強く締めないこと。また、左側のネジ  
を締め付ける時は、アース線の端子に通してから締め付けること。

図5-34　ASF Guide Plate



第5章　取り外し、取り付け、および調整　5-55

5.1.35 ASF Right Side Plate

［取り外し］

ASF Guide Plateを外す。（5.1.34参照）

ネジ  を外す。

ASF Right Side Cover  の内側にある、3個所のラッチを  、  の順に矢印の方向に引っぱりながら

外す。ラッチ  を外すときは、Inner Plateのマークを目印にして、Side Coverの隙間にドライバーを

入れて外す。

2個所のラッチをサイドフレームの右側から外し、ASF Right Side Plate  を外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

注： ASF Right Side Cover  の取り付けは、ASFを縦に置いてカバーを上から下へ押しながらはめ

込むこと。

図5-35　ASF Right Side Plate
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5.1.36 ASF Left Side Plate

［取り外し］

ASF Guide Plateを外す。（5.1.34参照）

ネジ  を外す。

ASF Left Side Cover  の内側にある、3個所のラッチを  、  の順に矢印の方向に引っぱりながら

外す。  のラッチを外すときは、Inner Plateのマークを目印にして、Side Coverの隙間にドライバー

を入れて外す。

2個所のラッチをサイドフレームの左側から外し、ASF Left Side Plate  を外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

注： ASF Left Side Cover  の取り付けは、ASFを縦に置いてカバーを上から下へ押しながらはめ

込むこと。

図5-36　ASF Left Side Plate
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5.1.37 ASF Card Assembly

［取り外し］

電源スイッチをOffにして、電源コードをコンセントから抜く。

ASF Cableをプリンター本体から外す。

左右のスモール・カバー  を外す。

ASFをプリンター本体から外す。

ネジ  を外し、Left Side Cover  を外す。

Large Gear  を抜く。

ネジ  を外して、アース線  を外す。

ASF Card Asm  からロングノーズ・プライヤーで5個のコネクター  を外す。

3個所のラッチ  から、ASF Card Asm  を取り外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

図5-37　ASF Card Assembly
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5.1.38 ASF Stacker Roll

［取り外し］

ASF Left/Right Side Plateを外す。（5.1.35、5.1.36参照）

Spring-ESD  をASF Stacker Rollの溝  から外す。

ASF Stacker Roll  を左右のサイド・フレームのラッチから、手前に引いて外す。

ASF Stacker Roll  からギア  を抜き取る。

ASF Stacker Roll  を外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

注：

1. Spring-ESD  は、図の方向になるようにASF Stacker Roll  に取り付ける。

2. ASF Stacker Rollの溝  にグリースを塗布すること。

図5-38　ASF Stacker Roll
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5.1.39 ASF Lift Motor

［取り外し］

ASF Card Asmを外す。（5.1.37参照）

ASF Stacker Rollを外す。（5.1.38参照）

モーターを反時計方向に回しながら、2個所のラッチを  、  の順に矢印の方向に開いてモーターを

外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

図5-39　ASF Lift Motor
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5.1.40 ASF Mode Switch とStacker Spacer

［取り外し］

ASF Lift Motorを外す。（5.1.39参照）

2本ネジ  を外す。

Stack Spacer  の2つのラッチを開いてASF Mode Switch  を外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

注：

1. ASF Mode Switch  をガイドに取り付ける時は平行に手前の方向に押しつけながら2本のネジ  
 を締めること。

2. ケーブル・ルートは下図を参照すること。

図5-40　ASF Mode Switch とStacker Spacer
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5.1.41 ASF Support Guide

［取り外し］

ASF Lift Motorを外す。（5.1.39参照）

左上ラッチ  を開きながらSupport Guideを外す。

左下ラッチ  を外側に開きながらSupport Guideをから外す。

右上ラッチ  、右下ラッチ  も左側と同様に外す。

ASF Support Guideを外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

注：

1. ケーブル・ルートは下図を参照のこと。

2. ラッチは破損しやすいので丁重に外すこと。

図5-41　ASF Support Guide
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5.1.42 ASF Feed Roll AssemblyとClutch Assembly

［取り外し］

ASF Support Guideを外す。（5.1.41参照）

Gear  とワッシャー  を外す。

E-Clip  を外す。

Spring-ESD  をFeed Roller Shaftの溝  から外す。

左右のSide Frameのラッチ  からFeed Roll Asm  を上に外す。

Clutch Asm  からFeed Roll Asm  を右に抜いて外す。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

注： Feed Roller Shaft の溝  にグリースを塗布すること。ただし、Feed Roller内にグリースが入ら

ないように取扱いに注意すること。

図5-42　ASF Feed Roll Assembly とClutch Assembly
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5.1.43 ASF Lift Shaft/Slider

［取り外し］

ASF Support Guideを外す。（5.1.41参照）

左右のInner Plate  を外す。

左右各2本のネジ  を外す。

Gear Plate  を矢印  の方向に引っぱりながら、左右のスライダー  を矢印  の方向に開いて外

す。

右側のギア  を外す。

Spring-ESD  をFeed Roller Shaftの溝  から外す。

Lift Shaft  をラッチから手前に外し、本体から抜き取る。

［取り付け］

取り付けは、取り外しと逆の手順で行う。

注：

1. ケーブル・ルートは下図を参照すること。

2. Feed Roller Shaftの溝  とLift Shaftの溝にグリースを塗布すること。

図5-43　ASF Lift Shaft/Slider
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5.1.44 ASF Left/Right Side Frame

［取り外し］

ASF Lift Shaft/Slider およびASF Feed Roll Asm/Clutch Asmを外す。（5.1.42、5.1.43参照）

サイド・フレーム  のラッチ部分  を上に押し広げ、アルミサポート  から左右のサイド・フレーム 

 を引き抜く。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

図5-44　ASF Left/Right Side Frame
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5.1.45 ASF Hopper Guide Assembly

［取り外し］

ASF Left/Right Side Frame を外す。（5.1.44参照）

ストッパー  のロックを解除しておく。

左右のHopper Guide  をアルミサポート  から抜き取る。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

図5-45　ASF Hopper Guide Assembly
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5.1.46 ASF Hopper Plate

［取り外し］

Hopper Guide  を外す。（5.1.45参照）

Hopper Plate  の後を持ち上げ、Hopper Guide  の横の溝から引き抜く。

［取り付け］

取り付けは、取り外しの逆の手順で行う。

図5-46　ASF Hopper Plate
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5.2 調整・点検

ここでは、調整・点検個所、調整・点検方法、および調整値について説明する。

5.2.1 Head Cable とCarrier Shaftとのギャップ点検 ..................................................5-68

5.2.2 トラクターの調整・交換時の注意 ....................................................................5-68

5.2.3 Carrier Beltの張力点検・調整 ............................................................................5-68

5.2.4 Carrier Assemblyの走行負荷点検・確認 ...........................................................5-70

5.2.5 初期値設定とインターフェース設定 ...............................................................5-71

5.2.6 調整値 .................................................................................................................5-82

5.2.6.1 罫線調整 .....................................................................................................5-83

5.2.6.2 下向き印刷の左マージン調整 ..................................................................5-86

5.2.6.3 単票用紙の下マージン調整 ......................................................................5-87

5.2.6.4 用紙厚自動検出水平位置の変更 ..............................................................5-88

5.2.6.5 連続用紙押さえ機能 ..................................................................................5-89

5.2.6.6 ローラー踏み替えタイミングの変更 .......................................................5-90

5.2.6.7 ASFホッパーの用紙吸入位置調整 ...........................................................5-91

5.2.7 補正値 .................................................................................................................5-92

5.2.7.1 下向き印刷の左マージン補正 ..................................................................5-92

5.2.7.2 単票用紙送り量補正 ..................................................................................5-93

5.2.7.3 ASF下向き印刷の先頭行位置補正 ...........................................................5-95

5.2.7.4 連続用紙TOF補正 ......................................................................................5-96

5.2.7.5 罫線各種調整 .............................................................................................5-96

5.2.7.6 印字開始位置調整 .....................................................................................5-97

5.2.7.7 トップマージン ..........................................................................................5-98

5.2.7.8 AGA GAP補正 ...........................................................................................5-99

5.2.7.9 自動GAP補正 .............................................................................................5-100

5.2.7.10 GAPバランス .............................................................................................5-100

5.2.8 マシン設定 .........................................................................................................5-101

5.2.9 その他設定 .........................................................................................................5-104

5.2.10 NVRAM初期化 ..................................................................................................5-108

5.2.11 マイクロコードのダウンロード ........................................................................5-109

5.2.11.1 ネットワーク経由でダウンロードする場合の注意事項 .........................5-110

5.2.11.2 本体制御用マイクロコードのダウンロード（ネットワーク） .................5-113

5.2.11.3 Interface Card用マイクロコードのダウンロード（ネットワーク） ..........5-115

5.2.11.4 本体制御用マイクロコードのダウンロード（パラレルI/F） ...................5-117

5.2.12 PlatenとPrint Headとのギャップ調整................................................................5-118

注：

1. NVRAM の再セットをユーザーのセット状態に合わせて行うこと。

2. キャリアー関係の部品を調整したときは、罫線調整を行うこと。
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5.2.1 Head Cable とCarrier Shaftとのギャップ点検

点検要領

Head Cable がCarrier Shaftと平行になっていること。

調整方法

Head Cableを固定している2個のHead Cable Clampを取り付けし直す。

5.2.2 トラクターの調整・交換時の注意

注意個所

トラクターのSprocket Pinが、左右のトラクターで位置ずれしていないこと。

調整方法

トラクターに角シャフトを取り付けるとき、トラクターの本体部と角シャフトのはまる回転部との

マークを左右トラクターで一致させる。

5.2.3 Carrier Beltの張力点検・調整

点検要領

Top Cover Asmを外す。（5.1.1参照）

Front Coverを外す。（5.1.3参照）

キャリアーを左端に移動させ、図のようにフレームの長穴からプッシュ・プル・ゲージを入れる。

Carrier Beltの下側をBeltに平行に押し上げ、図のように上下の歯の凸と凸を接触させる。

図5-47　Carrier Belt の張力点検・確認
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調整値

ベルトを押し上げて上下の歯が接触した時のゲージの計測値が650～800 gfであること。

調整方法

Feed Belt  と下側のIdler Pulley  を外す。（5.1.19参照）

外側のナット  とスプリング・ワッシャー  を外す。

Tension Pulley Asm  を固定しているネジ  を緩める。

ナット  を緩めたり締めたりしながら、ベルトの張力が調整値になるようにする。

ネジ  を本締めし、再度ベルトの張力を測定する。測定値が測定値内に入っていない場合は、  か

ら作業を繰り返す。

調整が終わったらスプリング・ワッシャー  と外側のナット  を取り付ける。

注： ネジ  を締める前と後では張力が変化することがあるので必ずネジ  を締めた後で、張力

が調整値に入っていることを確認すること。

ナット  を先細のラジオペンチ等で固定しながら外側のナット  を締め付ける。

再度ベルトの張力を測定し、調整値内に入っていることを確認する。

注： ナット  を締め付ける時、ナット  が回転するとベルトの張力が変化するので確実にナット  
 を固定すること。

図5-48　Carrier Belt の張力調整
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5.2.4 Carrier Assemblyの走行負荷点検・確認

点検個所

Power Offの状態にしてインク・リボン・カートリッジを取り外し、キャリアーを手で左右に移動させ

てみて、走行負荷がほぼ一定であればよい。

調整方法

もし、走行負荷が場所により大きく変動するときの予想原因とその対策を以下に記す。

［予想原因］

1. Oil Feltのオイル切れ： 
全体に重い。Carrier Shaftにオイルが付着していない。

2. ベアリング破損： 
Carrier MotorかTension Pulleyから、異音がきこえるか、ベルト経由でこまかい負荷変動の手応

えがある。

3. Ribbon Drive Asmの破損： 
キャリアーを移動すると、不定期に負荷が重くなる。キャリアーを移動しても、リボン・ドライ

ブのピンが回転しない等。

4. Carrier Shaft, Support Shaftのブッシングの破損： 
不定期に重い、あるいは動かない。

5. Ribbon Shieldの破損： 
用紙を入れると、用紙接触部で重くなる。

これらは、ベルトをプーリーから外してチェックすると区別ができる。

［対策］

1. Carrier Oil Feltのオイル切れのとき

→ Print Headを取り外し、Oil Felt Supportの穴から、IBM #6オイルをフェルト全体に浸み込む

程度の量だけ注油する。（余分なオイルがしたたり落ちないこと）

2. Carrier Motorのベアリング破損のとき

→ Carrier Motorを交換する。

3. Tension Pulleyのベアリング破損のとき

→ Tension Pulley Asmを交換する。

4. Ribbon Drive Asmの破損のとき

→ Ribbon Drive Asmを交換する。

5. Carrier/Supportのブッシング破損のとき

→ Carrier Frame Asmを交換する。

6. Ribbon Shieldの破損のとき

→ Ribbon Shieldを交換する。
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5.2.5 初期値設定とインターフェース設定

目的

初期値設定はNVRAMに種々の値を記憶しておくことにより、ユーザー固有のアプリケーションで

の使用を容易にするための機能である。また、インターフェース設定は初期値設定とは別に設けて

あり、PCやネットワークへの接続設定を行う機能である。

方法

この機能により、5-74ぺ一ジ以降の図5-51、図5-52に示される各項目の初期値及びインターフェー

ス設定値を設定することができる。

NVRAMのアドレスとそれに対応する内容については第3章を参照する。また、設定の方法について

は、「InfoPrint 5579　設置・操作ガイド」の第4章「初期設定値/調整値の変更」及び第5章「インター

フェースの設定」を参照のこと。

初期値の印刷は以下の手順で行う。

印刷不可状態で下段選択スイッチを押して「ゲダン　キノウ」を選択する。

次項目あるいは前項目スイッチを押して「2　ショキチ　セッテイ」を選択し、設定スイッチを押す。次

項目あるいは前項目スイッチを押して「USRn：ショキチ　インサツ」を選択し、設定スイッチを押す。

インターフェース設定の場合は、「5　インターフェース　セッテイ」を選択し、設定スイッチを押す。次

項目あるいは前項目スイッチを押して「IF：セッテイチ　インサツ」を選択し、設定スイッチを押す。

用紙をセットし、印刷スイッチを押すと、図5-49、50のように印字が開始される。

終了

印刷終了後、印刷スイッチが押されるか、印刷不可状態で中止スイッチが押されることによって、初

期診断テストが実行され、終了する。
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図5-49　初期設定値印刷
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図5-50　インターフェース設定値印刷
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初期設定値（共通項目）

注：

1. 網かけされている項目が出荷時の初期設定値である（各表共通）。

2. 英文ソフトウェア使用時、Proprinterのマニュアル中では、通常速は「Letter Quality」、高速は「Draft 
Quality」とそれぞれ表記される。

図5-51（1/6）　初期設定値選択表（共通項目）
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1

1
1
LPI Lines Per Inch
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1
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3
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3 2 3
4 
4.5 
5 
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7 
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9 
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11 
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6 LPI
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8
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13.6
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図5-51（2/6）　初期設定値選択表（共通項目）

ASF

06

11

DID ASF
DID ASF
DID ASF
DID ASF

DID ASF
DID ASF
DID ASF
DID ASF

DID  
ASF  

  
  

ASF

B.1.3
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図5-51（3/6）　初期設定値選択表（共通項目）

ASF

TM

TM

TM

OFF
"&$%$"Entry
"$?!#"Entry

0.4 mm
8.5 mm

0.4 mm
6.4 mm

1

0.4 mm

1 13
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初期設定値（5577）

図5-51（4/6）　初期設定値選択表（5577）

E

90

ANK

932
942

90
90

12 CMD
OCR B CMD
OCR B CMD

OCR CMD
12 CMD

E
E D.4.1

E

D.5.1 DOS

1996 IBM
IBM

IBM
90

IBM

OCR B OCR B
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初期設定値（ESC/P）

図5-51（5/6）　初期設定値選択表（ESC/P）

10 CPI
12 CPI
15 CPI
17.1 CPI
20 CPI
PROPORTIONAL

USA
FRANCE
GERMANY
UK
DENMARK 1
SWEDEN
ITALY
SPAIN 1
JAPAN
NORWAY
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SPAIN 2
LATIN AMERICA
KOREA
LEGAL

LQ

CR
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初期設定値（PPDS）

図5-51（6/6）　初期設定値選択表（PPDS）

AGM

437
850

2
2

2

1
2

LF CR 
LF CR 
LF CR 
LF CR 

10 CPI
12 CPI
CONDENSED
PROPORTIONAL

437 850

CAN

24

PC CHARACTER SET1 PC CHARACTER 
SET2 

0

CR

LF

CPI Characters Per Inch
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インターフェース設定値（共通/パラレル設定）

図5-52（1/2）　インターフェース設定値選択表

I F

I F

USB

5 sec 255 sec
1 sec

30 sec

ECP

USPC

USB USB

I F

ECP IEEE1284
ECP

IEEE1284

USPC
IBM PS 55 5550

3270PC 5250PC

Interface Card
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インターフェース設定値（ネットワーク）

図5-52（2/2）　インターフェース設定値選択表（ネットワーク）

NW

DHCP

IP

NW

IP

000.000.000.000

000.000.000.000

000.000.000.000

USB

DHCP

IP
 DHCP

 DHCP

 DHCP
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5.2.6 調整値

プリンターの機構部やセンサー等に対して、 その環境条件からくる誤差を補正する目的で設けら

れた機能で、これにより常に適切な印字位置や品質を得る事ができる。

 

図5-53　調整メニュー

AGA

ASF

7 7

7 7

6.0 34 mm
0.2 mm

2.9 2.9 mm
0.4 mm

1
2

5
10

3 3

1 8

1 8
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5.2.6.1 罫線調整

目的

罫線やグラフなどのイメージ・データを両方向印字させたときに、右方向と左方向での印字ズレを

最小限にするための補正値を設定する機能である。

補正値は次の3種類の紙厚ごとに設定する。

l 1－2P（1～2ページ　150μm未満）

l 3－4P（3～4ページ　150μm以上260μm未満）

l 5P－　（5ページ以上　260μm以上）

すべての紙厚で良好な印字精度を得るためには、3種類の紙厚毎に罫線調整を行う必要がある。

用紙をセットするとプリンターが紙厚を自動的に測定するので、上記3種類の紙厚に対してそれぞ

れ調整を行う。

静音モードが有効な場合には、通常速（静音モード印刷）の罫線調整が静音モード無効時とは異な

る。

詳細については、「InfoPrint 5579　設置・操作ガイド」を参照すること。

注：

1. 補正を行っても両方向印字を行った場合の印字精度は片方向印字と比較すると多少劣る。

2. 本罫線調整終了後、『罫線各種調整』（5.2.7.5項参照）を行うこと。

方法1（静音モード無効時）

印刷不可状態で下段選択スイッチを押して「ゲダン　キノウ」を選択する。

次項目あるいは前項目スイッチを押して「3　チョウセイ」を選択し、設定スイッチを押す。次項目ある

いは前項目スイッチを押して「チョウセイ：チョウセイ　インサツ」を選択し、設定スイッチを押す。

用紙をセットし、印刷スイッチを押すと、調整印刷が開始される。

現在セットされている用紙の紙厚に対応した調整印刷を行う。

印字されたパターンから補正量を読み取る（図5-54a参照）。例として、上下の罫線が最も一致している

位置が＋3なら補正量は＋3ということになる。

注：上下の罫線のズレが一定でない場合には、テストプリントか、実際の印刷にて確認する。

次項目あるいは前項目スイッチを押し、「ケイセン　チョウセイ」を選択し、設定スイッチを押す。

次項目あるいは前項目スイッチを押し、補正したい印字速度を選択し、設定スイッチを押す。

次項目あるいは前項目スイッチを押し、補正量に対応する設定値を選択し、設定スイッチを押す。

この値は紙厚毎にNVRAMに記憶され、電源を切っても消えない。

中止スイッチを押し、再度「チョウセイ：チョウセイ　インサツ」まで戻り、罫線パターンを印字し、“0”

の位置において上下の罫線が一致していることを確認する。調整後もズレが目立つ場合には、再度調

整モードに入り、選択値を－1または＋1のいずれかズレの少ない方に設定する。
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図5-54a　罫線調整のための印字パターン（静音モード無効時）

注： 連続紙モードで印刷した場合、単票用紙の下マージン（CURRENT B.M.）は印刷されない。

方法2（静音モード有効時）

静音モード有効時は、通常速（静音モード印刷）の罫線調整値が静音モード無効時とは異なり、全て

の紙厚で共通となる。

そのため、静音モードでの通常速（静音モード印刷）は用紙厚毎の調整を行う必要はない。

ただし、高速印字は静音モード無効時と同じである。

静音モード無効時の方法  ～  と同様に操作する。

用紙をセットし、印刷スイッチを押す。調整印刷が開始される。

通常速の印字パターンは静音モードの印字パターンになる。

静音モードの罫線調整値はすべての紙厚で共通となるため、紙厚に関わらず同じ値になる。

通常時の方法  ～  と同様に操作する。

図5-54b　罫線調整のための印字パターン（静音モード有効時）
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終了（方法1・2共通）

印刷終了後印刷スイッチが押されるか、印刷不可状態で中止スイッチが押されることによって、初

期診断テストが実行され、終了する。

注：

1. 調整印刷中に用紙モードを切り替えると、正しい調整が行えなくなる場合がある。用紙モードを

切り替える際は印刷が終了してから行うこと。

2. 用紙をセットしていない状態で罫線調整を行うと、1-2Pの紙厚に対して調整値を設定する。
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5.2.6.2 下向き印刷の左マージン調整

目的

単票の下向き印刷時における左マージンの位置をあらかじめ設定しておくための機能である。

方法

この機能により、左マージンの値を設定することができる。

詳細については、「InfoPrint 5579　設置・操作ガイド」を参照すること。

左マージン値の設定は以下の手順で行う。

印刷不可状態で下段選択スイッチを押して、「ゲダン　キノウ」を選択する。

次項目あるいは前項目スイッチを押して「3　チョウセイ」を選択し、設定スイッチを押す。

次項目あるいは前項目スイッチを押し、「チョウセイ：ヒダリ　マージン」を選択し、設定スイッチを押

す。

次項目あるいは前項目スイッチを押し、設定値を選択し、設定スイッチを押す。

この値は、NVRAMに記憶され、電源を切っても消えない。

左マージンの設定値を確認するには、「チョウセイ：ヒダリ　マージン」を選択し、設定スイッチを押す。

最初に表示される値が、現在の左マージンである。

終了

印刷スイッチを押すか、中止スイッチを押すことによって、初期診断テストが実行され、終了する。
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5.2.6.3 単票用紙の下マージン調整

目的

単票用紙の下マージンの現在値をアプリケーションに合わせて調整する機能である。

方法

この機能により、下マージンの調整値を設定することができる。

詳細については、「InfoPrint 5579　設置・操作ガイド」を参照すること。

下マージン調整は以下の手順で行う。

印刷不可状態で下段選択スイッチを押して、「ゲダン　キノウ」を選択する。

次項目あるいは前項目スイッチを押して、「3　チョウセイ」を選択し、設定スイッチを押す。

次項目あるいは前項目スイッチを押して、「チョウセイ：チョウセイ　インサツ」を選択し、設定スイッ

チを押す。

印刷スイッチを押すと、調整印刷が開始される。

印刷された調整パターンから現在の下マージンの位置を確認する（図5-54）。

次項目あるいは前項目スイッチを押し、「チョウセイ：シタ　マージン」を選択し、設定スイッチを押す。

次項目あるいは前項目スイッチを押し、移動量を選択し、設定スイッチを押す。

この値は、NVRAMに記憶され、電源を切っても消えない。

下マージンの現在値を確認するときは、次項目あるいは前項目スイッチを押し、「チョウセイ：チョウセ

イ　インサツ」を選択し、設定スイッチを押す。用紙をセットし、印刷スイッチを押して、下マージンの

位置を確認する。

終了

印刷スイッチを押すか、中止スイッチを押すことによって、初期診断テストが実行され、終了する。
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5.2.6.4 用紙厚自動検出水平位置の変更

目的

複葉紙の中で、紙厚が一定でない物があり、適切な用紙厚自動検出位置に変更する機能である。

方法

この機能により、用紙厚自動検出水平位置を変更することができる。

詳細については、「InfoPrint 5579　設置・操作ガイド」を参照すること。

用紙厚検出水平位置の変更は以下の手順で行う。

印刷不可状態で下段選択スイッチを押して「ゲダン　キノウ」を選択する。

次項目あるいは前項目スイッチを押して、「3　チョウセイ」を選択し、設定スイッチを押す。

次項目あるいは前項目スイッチを押して、「チョウセイ：AGA　スイヘイイチ」を選択し、設定スイッチ

を押す。

次項目あるいは前項目スイッチを押して、「ツウジョウ」「トクシュ1」「トクシュ2」のなかの一つを選

択し、設定スイッチを押す。

この値は、NVRAMに記憶され、電源を切っても消えない。

用紙厚自動検出の水平位置を確認するときは、次項目あるいは前項目スイッチを押し、「チョウセイ：

AGA　スイヘイイチ」を選択する。表示部に最初に表示されるモードが、現在のモードである。

終了

印刷スイッチを押すことによって、初期診断テストが実行され、終了する。

図5-55　選択モード

1

2

40 mm

65 mm
1

91 mm
2



第5章　取り外し、取り付け、および調整　5-89

5.2.6.5 連続用紙押さえ機能

目的

上ローラーが連続用紙1ページ目を押さえるタイミングを変えるための機能である。連続用紙の1ペー

ジ目がカールしている用紙では、先端がフォームガイドにぶつかり用紙ジャムとなるケースがまれ

にある。その防止策として用紙先端が上ローラーを通過した直後にローラーを閉じ、カールを矯正

するモードを追加した。

「ツウジョウ」の場合、1ページ印字終了後に上ローラーを閉じる。

「トクシュ」の場合、用紙の先端が上ローラーを通過した直後にローラーを閉じる。

工場出荷時の初期設定は、「ツウジョウ」になっている。

注： 用紙によっては、拡大文字などの印字時、ごくまれに隙間が空くことがある。十分事前評価の

上、設定変更を行うこと。

方法

設定変更は以下の手順で行う。

印刷不可状態で下段選択スイッチを押して「ゲダン　キノウ」を選択する。

次項目あるいは前項目スイッチを押して、「3　チョウセイ」を選択し、設定スイッチを押す。

次項目あるいは前項目スイッチを押して、「チョウセイ：レンゾクシ　オサエ」を選択し、設定スイッチ

を押す。

次項目あるいは前項目スイッチを押して、「ツウジョウ」もしくは「トクシュ」を選択し、設定スイッチ

を押す。

終了

印刷スイッチを押すか、中止スイッチを押すことによって、初期診断テストが実行され、終了する。
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5.2.6.6 ローラー踏み替えタイミングの変更

目的

連続用紙のTOF位置で、ローラーの踏み替え動作を行っており、この回数を変更する機能である。

回数を変えることによりスループットが向上する。

この動作は連続印字での累積行ずれを防ぐためであるが、使用環境、用紙により動作回数を減らし

てもずれが発生しない場合、 印字品質よりもスループットが優先されるような使用環境の場合に

対応できるよう本設定を設けた。

「ページゴト」の場合、ページ毎にローラーの踏み替え動作を行う。

「5　ページニ　1カイ」の場合、5ページに1回、「10　ページニ　1カイ」の場合、10ページに1回、

ローラーの踏み替え動作を行う。

出荷時に初期設定値は、「ページゴト」になっている。

方法

設定変更は以下の手順で行う。

印刷不可状態で下段選択スイッチを押して「ゲダン　キノウ」を選択する。

次項目あるいは前項目スイッチを押して、「3　チョウセイ」を選択し、設定スイッチを押す。

次項目あるいは前項目スイッチを押して、「チョウセイ：ローラー　フミカエ」を選択し、設定スイッチ

を押す。

次項目あるいは前項目スイッチを押して「ページゴト」、「5　ページニ　1カイ」もしくは「10　ページ

ニ　1カイ」のなかの一つを選択し、設定スイッチを押す。

終了

印刷スイッチを押すか、中止スイッチを押すことによって、初期診断テストが実行され、終了する。
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5.2.6.7 ASFホッパーの用紙吸入位置調整

目的

使用環境や使用用紙の特性により、ASF吸入時に重送したり、逆に吸入しないという傾向が大きく

なる場合がある。

この機能はASFから用紙を吸入する時のホッパーの位置を通常時に比べて上下させることにより、

重送または吸入ミスに対応させるものである。

設定方法

印刷不可状態で下段選択スイッチを押して「ゲダン　キノウ」を選択する。

次項目あるいは前項目スイッチを押して、「3　チョウセイ」を選択し、設定スイッチを押す。

次項目あるいは前項目スイッチを押して、「チョウセイ：ホッパー　チョウセイ」を選択し、設定スイッ

チを押す。

次項目または前項目スイッチを押して調整値を選択し、設定スイッチを押す。

調整値±0の通常の場合に対し、－1、－2、－3を設定した場合はASF吸入時ホッパー位置はより低くな

り、重送が発生している時にそれを低減する働きがある。

ただし、低過ぎると逆に吸入しないという問題が発生するので注意する必要がある。特に、薄い用紙で

問題がなくても厚い用紙では吸入しないという場合がある。

＋1、＋2、＋3を設定した場合はASF吸入時のホッパー位置はより高くなり、吸入ミスが発生している時

にそれを低減する働きがある。

この設定値はNVRAMに記憶され、電源を切っても消えない。

終了

印刷スイッチを押すと、初期診断プログラムが実行され終了する。
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5.2.7 補正値

補正機能を表示させるには、以下の操作を行う。

印刷不可状態で下段選択スイッチを押して「ゲダン　キノウ」を表示させる。

設定スイッチと下段選択スイッチを同時に2秒以上押すと、ブザーが鳴り「CSRモード」に入る。

次項目または前項目スイッチを押して、「2　ホセイ」を表示させる。

5.2.7.1 下向き印刷の左マージン補正

目的

下向き印刷の左マージン調整（5.2.6.2参照）で設定された数値と、実際印刷された時のマージンの

値とに誤差がある場合に左マージン12.7 mmの基準位置を補正する機能である。

設定方法

注： 補正機能に入る前に、あらかじめ初期設定により、用紙モードを「単票、DID下向き印刷」に設

定しておく必要がある。

「2　ホセイ」が表示されている状態で設定スイッチを押す。

次項目または前項目スイッチを押して「ヒダリ　マージン　ホセイ」を表示させ、設定スイッチを押す。

次項目または前項目スイッチを押して「・ヒダリ　マージン　インサツ」を表示させ、設定スイッチを

押す。

単票用紙をセットし、印刷スイッチを押すと、現在の左マージン基準位置が印字される。

排出／先頭行スイッチを押して用紙を排出し、用紙左端から印字位置までの距離を測定し、12.7 mmと

の誤差を読み取る。

次項目または前項目スイッチを押して「・ヒダリ　マージン　ホセイ」を表示させ、設定スイッチを押す。

次項目または前項目スイッチを押して、補正値を選択し、設定スイッチを押す。

例えば印刷された左マージンの値が12.7 mmより0.4 mm大きい場合は「－0.4 mm」を選択する。

この補正はNVRAMに記憶され、電源を切っても消えない。

補正終了後、再度「・ヒダリ　マージン　インサツ」を行い、左マージンを確認する。12.7 mmと一致し

ていない場合は、ほぼ一致するまで  、  を繰り返す。

終了

印刷スイッチを押すと、初期診断テストが実行され終了する。

注：事前に初期設定により用紙モードを変更した場合は、必ず元の設定に戻すこと。
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5.2.7.2 単票用紙送り量補正

目的

経時変化や使用環境、使用用紙の特性により、単票用紙の送り量に誤差が生じてくる場合がある。

この機能は10インチの送り量における誤差を補正するものである。

なお、ASF自動モードで下向き印刷を行った時の2枚目以降については、他の単票送りと特性が違う

ため、通常の単票用紙送りの補正とASF下向き印刷の2枚目以降の補正とは別々に行うようにして

ある。

通常の単票送りの補正方法

注： あらかじめ用紙モードを補正したい単票モード（「単票上向き印刷」または「単票下向き印刷」）

に設定しておく必要がある。

「2　ホセイ」が表示されている状態で設定スイッチを押す。

　

次項目または前項目スイッチを押して「ヨウシオクリ　ホセイ」を表示させ、設定スイッチを押す。

次項目または前項目スイッチを押して「・10　インチ　インサツ」を表示させ、設定スイッチを押す。

単票用紙をセットし、印刷スイッチを押す。第一行目に横罫線を印字した後、1/6インチ改行する毎に1

ドット印字し、第一行目から10インチ改行したところに再び横罫線を印字して用紙を排出する。

印字された横罫線間の距離を測定し、10インチ（254 mm）との誤差を読み取る。

次項目または前項目スイッチを押して「・DID↑,ASF↑　ホセイ」または「・DID↓,ASF↓　ホセイ」を

表示させ、設定スイッチを押す。

次項目または前項目スイッチを押して補正値を選択し、設定スイッチを押す。

例えば印字された横罫線間の距離が254 mmより0.5 mm大きい時は「－0.5 mm」を選択する。

この補正はNVRAMに記憶され、電源を切っても消えない。

補正終了後、再度「・10　インチ　インサツ」を行い、横罫線間距離を確認する。254 mmと一致してい

ない場合は、ほぼ一致するまで  、  の操作を繰り返す。

印刷スイッチを押すと、初期診断テストが実行され、終了する。

注： 事前に初期設定により用紙モードを変更した場合は、必ず元の設定に戻すこと。
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ASF下向き印刷の2枚目以降の補正方法

注：あらかじめ用紙モードを「単票, ASF下向き印刷」に設定しておく必要がある。

「通常の単票送りの補正方法」  ～  と同じ操作をする。

改ぺ一ジ・スイッチを押して、ASFから1枚目を吸入し、次に排出／先頭行スイッチを押してその1枚目

を排出する。

次に印刷スイッチを押して、ASFからの2枚目の用紙に印字を行い、印字された横罫線間の距離を測定

し、10インチ（254 mm）との誤差を読み取る。

次項目または前項目スイッチを押して「・ASF↓　2マイメ　ホセイ」を表示させ、設定スイッチを押す。

「通常の単票送りの補正方法」  ～  と同じ操作をする。
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5.2.7.3 ASF下向き印刷の先頭行位置補正

目的

DID下向き印刷の時に比べて、ASF下向き印刷の1枚目及び2枚目以降とでは先頭行の位置がずれて

しまう場合がある。

この機能はDID時の先頭行を基準に、ASF下向き印刷の1枚目と2枚目以降の先頭行をDID時の先頭

行に一致する様、補正するものである。

設定方法

注： あらかじめ、DID下向き印刷、ASF下向き印刷の1枚目、及び2枚目以降の3通りにおいて、印字

確認機能等で先頭行にそれぞれ印字を行い、DID時に対応する誤差を測定しておく。

「2　ホセイ」が表示されている状態で設定スイッチを押す。

次項目または前項目スイッチを押して「ASF↓TOF　ホセイ」を表示させ、設定スイッチを押す。

次項目または前項目スイッチを押して「・1マイメノ　ホセイ」を表示させ、設定スイッチを押す。

次項目または前項目スイッチを押して補正値を選択し、設定スイッチを押す。

例えばASF下向き印刷1枚目の先頭行位置がDID下向き印刷の時に比べて0.3 mm大きい時は「 －0.3 

mm」を選択する。

この補正はNVRAMに記憶され、電源を切っても消えない。

次項目または前項目スイッチを押して「・2マイメ　イコウノ　ホセイ」を表示させ、設定スイッチを押

す。

次項目または前項目スイッチを押して補正値を選択し、設定スイッチを押す。

例えばASF下向き印刷2枚目以降の先頭行位置がDID下向き印刷の時に比べて0.3 mm小さい時は 

「＋0.3 mm」を選択する。

この補正はNVRAMに記憶され、電源を切っても消えない。

終了

印刷スイッチを押すと、初期診断プログラムが実行され終了する。

注： 終了後、再度それぞれの先頭行位置を確認し、一致していない場合は、再度「設定方法」の操作

を繰り返す。
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5.2.7.4 連続用紙TOF補正

目的

アプリケーションによっては、TOF位置が負方向に設定されているものがある。TOF位置を負方向

に補正するための機能である。

設定方法

「2　ホセイ」が表示されている状態でスイッチを押す。

次項目または前項目スイッチを押して「レンゾクシ　TOF　ホセイ」を表示させ、設定スイッチを押す。

次項目または前項目スイッチを押して補正値を選択し、設定スイッチを押す。

この設定値はNVRAMに記憶され、電源を切っても消えない。

終了

印刷スイッチを押すと、初期診断プログラムが実行され終了する。

5.2.7.5 罫線各種調整

目的

5.2.6.1項で罫線調整を行っていない4種類の速度に対する罫線調整を行う。

方法

この機能により5.2.6.1項で行えなかった4種類の速度の罫線の調整値を設定することができる

（5.2.6.1項参照・必ず5.2.6.1項で罫線調整を行った後に本項の調整を行うこと）。

「2　ホセイ」が表示されている状態で設定スイッチを押す。

次項目または前項目スイッチを押して「ケイセン　カクシュ　チョウセイ」を表示させ、設定スイッチ

を押す。

次項目または前項目スイッチを押して「ケイセン　チョウセイ　インサツ」を選択し、設定スイッチを押す。

用紙をセットし、印刷スイッチを押すと、調整印刷が開始される。

印字パターンから補正量を読み取る。（5.2.6.1の「方法」  参照）

次項目あるいは前項目スイッチを押し、「ケイセン　カクシュ　チョウセイ」を選択し、設定スイッチを押す。

次項目あるいは前項目スイッチを押し、補正したい印字速度を選択し、設定スイッチを押す。

次項目あるいは前項目スイッチを押し、補正量に対応する設定値を選択し、設定スイッチを押す。

この値はNVRAMに記憶され、電源を切っても消えない。

中止スイッチを押し、再度「ケイセン　チョウセイ　インサツ」まで戻り、罫線パターンを印字し、“0”

の位置において上下の罫線が一致していることを確認する。調整後にズレが目立つ場合には、再度調

整を実行し、選択値を－1または＋1のいずれかズレのない方に設定する。

終了

印刷スイッチを押すと、初期診断プログラムが実行され終了する。
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5.2.7.6 印字開始位置調整

目的

上向き印刷時のプリンター左端からの印字開始位置は固定であるが、使用環境や印刷装置個々の

特性により印刷装置毎にその位置が異なる場合がある。

この機能により単票、および連続用紙の上向き印刷時の印字開始位置を調整することができる。

注： 通常は、単票の場合は用紙ガイド、連続用紙の場合はトラクターの位置を調整して印刷位置を

調整すること。

調整方法

「2　ホセイ」が表示されている状態で設定スイッチを押す。

次項目または前項目スイッチを押して「インジ　カイシイチ　ホセイ」を表示させ、設定スイッチを押

す。

次項目または前項目スイッチを押して「カイシイチ　インサツ」を選択し、設定スイッチを押す。

調節したい用紙をセットし、印刷スイッチを押すと調整パターンが印刷される。短い縦棒が印字開始位

置を表し、右側の数値はその印字開始位置の補正値である。

印字パターンから希望する印字開始位置に最も近い補正値を読みとる。

次項目または前項目スイッチを押し、読みとった補正値を選択し、設定スイッチを押す。

この値はNVRAMに記憶され、電源を切っても消えない。

他の用紙モードを調整する場合は、中止スイッチを押し、再度  より操作を繰り返す。

終了

印刷スイッチを押すと、初期診断プログラムが実行され終了する。
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5.2.7.7 トップマージン

目的

この機能により、選択されているユーザー番号のトップマージン位置を調整することができる。

調整方法

「2　ホセイ」が表示されている状態で設定スイッチを押す。

次項目または前項目スイッチを押して「トップマージン」を表示させ、設定スイッチを押す。

次項目または前項目スイッチを押して「レンゾクシ　TM」を選択し、設定スイッチを押す（連続用紙の

場合）。

単票↑送りの場合は「タンピョウ↑オクリ　TM」、

単票↓送りの場合は「タンピョウ↓オクリ　TM」を選択し、設定スイッチを押す。

次項目または前項目スイッチを押し、希望する値を選択し、設定スイッチを押す。

この値はNVRAMに記憶され、電源を切っても消えない。

Logic Cardを交換した場合は、操作パネル上の数値と実際のトップマージンが一致するように補正を

行う。

InfoPrint 5579 設置・操作ガイド　3.5.3（連続用紙）または3.6.2（単票）の「先頭行位置の調整（微調ス

イッチ方式）」を参照して、実際の印字が連続用紙で8.4 mm、単票で6.4 mmになるように位置合わせを

行う。その後、「キジュンチ　ホゾン」を選択し、「ホゾンスル」の項目を表示させ、設定スイッチを押す。

これにより、表示と実際のトップマージン位置が一致する。

注：「キジュンチ　ホゾン」の「ホゾンスル」は、Logic Card交換時以外では設定しないこと。

他の用紙モードを調整する場合は、中止スイッチを押し、再度  より操作を繰り返す。

終了

印刷スイッチを押すと、初期診断プログラムが実行され終了する。
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5.2.7.8 AGA GAP補正

目的

この機能により、機体によるAGAのバラツキを補正する。

注： 

1. 以下の補正作業を行う時には、必ずインク・リボン・カートリッジを取り付けること。取り付けな

い場合は適正な補正動作が行われず、障害の原因となる。

2. この補正値はLogic Card上のNVRAMに記憶される。そのため、Logic Card を交換した場合には

この値が初期値の0に戻ってしまう。よって、Logic Card交換時は、本手順により補正を行うこと。

調整方法

「2　ホセイ」が表示されている状態で設定スイッチを押す。

次項目または前項目スイッチを押して、「AGA　GAPホセイ」を表示させ、設定スイッチを押す。

印刷スイッチを押し、補正動作を開始する。プリンターが用紙無しでAGA動作を行う。

用紙が連続紙モードに設定されている場合は、単票モードを選択し、再度印刷スイッチを押す。

「1Pヨウシヲ　イレテクダサイ」と表示されるので、1P用紙を手差し挿入する。

1P用紙が排出され、「3Pヨウシヲ　イレテクダサイ」と表示されるので、3P用紙を入れる。

3P用紙が排出され、「5Pヨウシヲ　イレテクダサイ」と表示されるので、5P用紙を入れる。

5P用紙が排出され、「8Pヨウシヲ　イレテクダサイ」と表示されるので、8P用紙を入れる。

8P用紙が排出され、補正動作が終わる。

終了

印刷スイッチを押すことによって、初期診断テストが実行され、終了する。
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5.2.7.9 自動GAP補正

目的

自動GAP調整(AGA)時、ヘッド・ギャップを広くしたり、狭くしたりする機能である。

注： この補正値はLogic Card上のNVRAMに記憶される。そのため、Logic Cardを交換した場合には

この値が初期値の±0に戻ってしまう。よって、Logic Card交換時は、本手順により交換前の補

正値に再設定すること。

調整方法

「2　ホセイ」が表示されている状態で設定スイッチを押す。

次項目または前項目スイッチを押して、「ジドウGAP　ホセイ」を表示させ、設定スイッチを押す。

次項目または前項目スイッチを押して、ギャップの補正値を選択する。

選択できる範囲は－95μm～＋95μmで、5μm単位で選択できる。

＋30μmを選択すると自動GAP調整時に、ヘッド・ギャップは通常より30μm広く設定される。

終了

印刷スイッチを押すことによって、初期診断テストが実行され、終了する。

5.2.7.10 GAPバランス

目的

プラテンとプリント・ヘッドの平行度を確認するための機能である。

調整方法

「2　ホセイ」が表示されている状態で設定スイッチを押す。

「AAA,BBB　CCC,DDD」と表示する。AAAは左側のエンコーダーパルス、BBBは左側のモーターパル

スによる測定結果であり、同様にCCCは右側のエンコーダーパルス、DDDは右側のモーターパルスに

よる測定結果である。InfoPrint 5579の場合は左右の測定を繰り返し行う。停止する場合は印刷スイッ

チもしくは取消スイッチを停止するまで押し続ける。

終了

印刷スイッチを押すことによって、初期診断テストが実行され、終了する。
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5.2.8 マシン設定

設定は以下の手順で行う。

印刷不可状態で下段選択スイッチを押し、「ゲダン　キノウ」を表示させる。

設定スイッチと下段選択スイッチを同時に2秒以上押すと、ブザーが鳴り「CSRモード」に入る。

次項目または前項目スイッチを押して「3　マシン　セッテイ」を表示させ、設定スイッチを押す。

次項目または前項目スイッチを押して目的の機能を表示させ、設定スイッチを押す。

次項目または前項目スイッチを押して目的の設定条件を表示させ、設定スイッチを押す。

この設定はNVRAMに記憶され、電源を切っても消えない。

印刷スイッチを押すと、初期診断プログラムが実行され終了する。

第3章にCSRメニューの一覧を示しているので併せて参照のこと。

マシン設定機能として以下の機能が用意されている。

l 用紙厚エラー検出モード［カミアツ　エラー　ケンシュツ］

［ケンシュツスル］と［ケンシュツシナイ］の2つが設定条件である。

［ケンシュツシナイ］が工場出荷時の設定である。

［ケンシュツスル］の時は、紙厚固定モードでも用紙毎に紙厚を測定し、固定値からかけ離れた

値の時は、エラーとする。

［ケンシュツシナイ］の時は、紙厚固定モードでは紙厚測定を行わないようにする。これにより、

紙厚測定位置の紙厚と実際の印字部分の紙厚が違う場合でも、 紙厚固定モードで印字可能と

なる。誤った使用をするとプリント・ヘッドの寿命を短くする原因となるので注意すること。

l 用紙厚設定メニューの追加［カミアツ　メニュー　ツイカ］

［ツイカスル］と［ツイカシナイ］の2つが設定条件である。

［ツイカスル］を選んだ時は、初期値の紙厚設定に［ジドウ・サラニ　ウスク］を追加し、輸送中

のトラブル等でAGAのギャップが適正値からずれた時に使用できるようにする。

［ツイカシナイ］が工場出荷時の設定で、この時は［ジドウ・サラニ　ウスク］は選べないように

する。

l 用紙厚検出位置の変更［カミアツ　ソクテイ　イチ］

［ツウジョウ］と［トクシュ］の設定条件がある。

［トクシュ］が工場出荷時の設定である。

［ツウジョウ］の場合の用紙厚自動検出位置は、用紙上端より約6 mm下方の位置である。複葉紙

のなかで、用紙端の紙厚が一定でない物があり、［ツウジョウ］の設定では紙厚の適正値が検出

できない場合がある。その際［トクシュ］を選ぶことにより、通常の検出位置から更に17 mm（2/3
インチ）下方に動かし、用紙上端から約23 mmの位置で検出する。
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l 紙ホチキスモードの動作方式選択［カミ　ホチキス　セッテイ］

初期設定において紙ホチキスがONに設定されている場合、論理ページにおいて次のページに

移る時にFeed＆Back動作（一旦用紙を余分に送ってからまた戻す動作）をするかしないかを選

択する機能である。

［5577-K02　ホウシキ］と［5577-H02　ホウシキ］の2つが設定条件である。

［5577-K02　ホウシキ］が工場出荷時の設定で、この時Feed＆Back動作は行わず、スループット

ヘの影響は小さい。

Feed＆Backを行うモードは［5577-H02　ホウシキ］と表示する。これはどうしてもたるみが発生

する用紙の場合に選択する。

l 短単票用紙送りモード［タンピョウ↑オクリ］

長さ95 mmの単票が上向き印刷のローラー切り替えで落ちてしまう問題に対処するものであ

る。

［ツウジョウ　モード］と［ミジカイ　ヨウシ　モード］の2つが設定条件である。

［ツウジョウ　モード］が工場出荷時の設定で、この時の単票送りは途中で下ローラー閉じから

上ローラー閉じに切り替わる通常の動作をする。

［ミジカイ　ヨウシ　モード］を選んだ時は単票吸入後常時上下のローラーが共に閉じており、

ローラー切り替えを行わない。

注： ［ミジカイ　ヨウシ　モード］を選んだ時は、次の［タンピョウ↓オクリ］は［ツウジョウモー

ド］に自動設定され、初期設定の［ショキチ：ヨウシ　モード］は［タンピョウ：DID ↑, ASF 
↑］に自動設定される。

l 短単票用紙送りモード（下向き印刷時）［タンピョウ↓オクリ］

長さ85 mmの単票が下向き印刷のローラー切り替えで落ちてしまう問題に対処するものであ

る。

［ツウジョウ　モード］と［ミジカイ　ヨウシ　モード］の2つが設定条件である。

［ツウジョウ　モード］が工場出荷時の設定で、この時の単票送りは途中で上ローラー閉じから

下ローラー閉じに切り替わる通常の動作をする。

［ミジカイ　ヨウシ　モード］を選んだ時は単票吸入後常時上下のローラーが共に閉じており、

ローラー切り替えを行わない。また、ASFを使用した場合、1枚目を一旦全部吸入して次にス

タッカー側に戻す動作も行わないようにする。

注： ［ミジカイ　ヨウシ　モード］を選んだ時は、前述の［タンピョウ↑オクリ］は［ツウジョウ

　モード］に自動設定され、初期設定の［ショキチ：ヨウシ　モード］は［タンピョウ：DID 
↓, ASF ↓］に自動設定される。

l 自動給紙使用時のハガキ吸入モード［ASF　キュウニュウ　モード］

ハガキ等の腰の強い用紙がASFからの吸入時にストッパーを乗り越えてしまう障害に対する

ものである。

［ツウジョウ］と［トクシュ］の2つが設定条件である。

［トクシュ］が工場出荷時の設定である。

［トクシュ］が選ばれた時は、ASFからの用紙吸入時、上ローラーを半閉じにし、ストッパーに突

き当てるまでの送り量も減らし、用紙がストッパーを乗り越えるのを防ぐ。

l 自動給紙機構使用時のSKEW取り動作（下向き印字時）［ASF↓ヨウシツキアテ］

ASF下向き印字の際、1枚目と2枚目以降のTOF位置を合わせることを目的に、ペーパーストッ

パーに用紙を突き当てず、位置リセットをセンサー基準で行う。

［ツウジョウ］と［トクシュ］の2つを選べるようにする。

工場出荷時の設定は［ツウジョウ］でASFからの用紙吸入時用紙をストッパーへ突き当てない。

［トクシュ］が選ばれた時は、用紙をストッパーへ突き当てる。
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l 自動給紙機構使用時のSKEW取り動作［ASF↑ヨウシツキアテ］

ASF上向き印字の際、ペーパーストッパーの精度不良により、ハガキ等の用紙幅の狭い用紙の

SKEWを起こす障害に対応するものである。

［ツウジョウ］と［トクシュ］の2つを選べるようにする。

工場出荷時の設定は［ツウジョウ］で、用紙をストッパーへ突き当てる。

［トクシュ］が選ばれた時は、ASFからの用紙吸入時、用紙をペーパーストッパーに突き当てな

いようにし、精度不良の影響を受けないようにする。

　

l 用紙厚設定固定時のベースライン測定動作［AGAベースライン　ソクテイ］

プラテンに付着したリボンのインクが用紙の裏面に転写する問題に対処するものである。

用紙厚設定が固定の場合のみ有効である。

［ユウコウ］と［ムコウ］の2つが設定条件である。

［ユウコウ］が工場出荷時の設定である。

［ムコウ］が選ばれた時は、ヘッドをプラテンに突き当てる動作をしない。

l 連続紙用紙送りモード［レンゾクシ　オクリ］

連続用紙の上端が浮いて、ヘッドが用紙を引っ掛ける障害に対応するものである。

［ツウジョウ］と［トクシュ］の2つを選べるようにする。

［ツウジョウ］が工場出荷時の設定である。

［トクシュ］が選ばれた時は、TOFセンサーが用紙を検知するまで、71桁目にヘッドを移動して

から、用紙送りを行う。
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5.2.9 その他設定

設定は以下の手順で行う。

印刷不可状態で下段選択スイッチを押し、「ゲダン　キノウ」を表示させる。

設定スイッチと下段選択スイッチを同時に2秒以上押すと、ブザーが鳴り、「CSRモード」に入る。

次項目または前項目スイッチを押して「4　ソノタ　セッテイ」を表示させ、設定スイッチを押す。

次項目または前項目スイッチを押して目的の機能を表示させ、設定スイッチを押す。

次項目または前項目スイッチを押して目的の設定条件を表示させ、設定スイッチを押す。

この設定はNVRAMに記憶され、電源を切っても消えない。

印刷スイッチを押すと、初期診断プログラムが実行され終了する。

第3章にCSRメニューの一覧を示しているので併せて参照のこと。

その他設定機能として以下の機能が用意されている。

l 最終論理ぺ一ジ自動印刷モード［EOF　インジ　ホウシキ］

連続用紙のEOF状態で論理ぺ一ジの終端まで印字させる方法を選択するものである。

［1 ギョウズツ　インジ］と［サイゴマデ　インジ］の2つが設定条件である。

［1 ギョウズツ　インジ］が工場出荷時の設定で、この場合は印刷可にする度に1行ずつ印字し

ては印刷不可となる。

［サイゴマデ　インジ］の時は、一旦印刷可にすると、一度に最後まで印字する。

l 位置決めスイッチ機能［イチギメ・キー　キノウ］

位置決めスイッチを無効にして、誤操作によるトップマージンの変更が発生しないようにする

ものである。

［ユウコウ］と［ムコウ］の2つが設定条件である。

［ユウコウ］が工場出荷時の設定で、この場合は位置決めスイッチは有効である。

［ムコウ］の場合は位置決めスイッチは無効である。

l メッセージ言語［メッセージ　ゲンゴ］

［ニホンゴ］と［エイゴ］の2つが設定条件である。

［ニホンゴ］が工場出荷時の設定で、この時はLCDの表示や初期値印刷は日本語で行う。

［エイゴ］の場合はLCDの表示や初期値印刷は英語で行う。

このLCD表示の変更は設定終了後、初期診断プログラムが実行される時から適用される。

l 取消方式［トリケシ　ホウシキ］

誤動作を防止するために、ワンタッチでは取り消しが効かないようにするものである。

［トリケシ・キー］と［ゲダン・キー＋トリケシ・キー］の2つが設定条件である。

［トリケシ・キー］が工場出荷時の設定で、この時は取消スイッチのみで取り消しができる。

［ゲダン・キー＋トリケシ・キー］の場合は、下段選択スイッチ＋取消スイッチで取り消しができ

る。
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l 罫線位置の計算方法の変更［ケイセン　イチ　ケイサン］

奇数ドットの文字幅に罫線コマンドで引かれる罫線の位置の計算方法（丸め計算）が、5577-F01
系と5577-F02系とで違っていたのに対応する機能である。

［5577-F01　ホウシキ］と［5577-F02　ホウシキ］の2つが設定条件である。

［5577-F01　ホウシキ］が工場出荷時の設定で、この時は丸め切り上げの計算を行うようにする。

［5577-F02　ホウシキ］の場合は、丸め切り捨ての計算を行うようにする。

l OEMモードの設定［OEM　モード　セッテイ］

［IBM　モード］と［OEM　モード］の2つが設定条件である。

［IBM　モード］が工場出荷時の設定で、この時は各初期値設定がIBM用となる。

［OEM　モード］の場合は、各初期値設定がOEM向けに変更される。

l エミュレーション切り替えコマンド仕様［エミュレーション　キリカエ］

［5577-K02 ホウシキ］と［5577-H02 ホウシキ］の2つが設定条件である。

［5577-K02ホウシキ］が工場出荷時の設定で、この場合初期値設定でエミュレーションを変更

すると、変更前のプリンター・モードが初期化されるようになる。

［5577-H02ホウシキ］の場合はエミュレーションを変更しても変更前のプリンター・モードは初

期化されないようになる。

l 高速印刷時の間引きロジックの選択［コウソク　インジ　ホウシキ］

［48ピン　ホウシキ］と［24ピン　ホウシキ］の2つが設定条件である。

［48ピン　ホウシキ］が工場出荷時の設定で、この時は48ピン印字ヘッド専用の間引きロジック

で高速印字を行う。

［24ピン　ホウシキ］の場合は、24ピン印字ヘッドでの高速印字と同じ間引きになるようなロ

ジックで高速印刷を行う。

l INIT信号への即応性の選択［INIT　ショリ　ホウシキ］

［ツウジョウ］と［ソクジ］の2つが設定条件である。

［ツウジョウ］が工場出荷時の設定で、INIT 信号が入った時にすべてのデータを印字してから

PORを実行する。

［ソクジ］の場合は、内部保留のデータがあっても受信バッファーが空になった段階でPORを実

行する。

l 罫線印刷時のプリント・ヘッド・ピン制御の選択［ケイセン　ショリ　ホウシキ］

［ツウジョウ］と［トクシュ］の2つが設定条件である。

［ツウジョウ］が工場出荷時の設定で、特別なプリント・ヘッド・ピンの制御は行わない。

［トクシュ］の場合は、プリント・ヘッド・ピンの異常磨耗を防ぐための制御を行う。

l イメージ・データの印刷密度の選択［イメージ　ショリ（Esc/P）］
［コウソク］と［ツウジョウ］の2つが設定条件である。

［コウソク］が工場出荷時の設定で、イメージ・データ360 dpiを180 dpiに変換して印刷する。

［ツウジョウ］の場合は、360 dpiで印刷する。
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l NFWSの設定［NFWS　セッテイ］

NFWS（金融機関向けNetworked Finance Workstation）のもとで使用するモ－ドで起動させるか

どうかを選択する。

［OFF］、［ON（コンバージド）］、［ON（PBP）］の3つが設定条件である。

［OFF］が工場出荷時の設定である。

［ON（コンバージド）］及び［ON（PBP）］の場合、印刷可にするとLCDに“NFWS”と表示される。

現在の設定状況に関わらず、各々以下のように設定が変更され、特別な仕様で動作する。

［ON（コンバージド）］の場合：

エミュレーション ＝ 5577
インタフェース ＝ コンバージド

［ON（PBP）］の場合：

エミュレーション ＝ 5577
インタフェース ＝ ネットワーク（ページ出力制御機能プログラム対応）

l コンバージドの受信バッファーサイズ設定［バッファ　サイズ］

［1K］と［16K］の2つが設定条件である。

［1K］が工場出荷時の設定で、受信バッファーを1Kバイトにする。

［16K］は受信バッファーを16Kバイトにする。取り込めるデータ数が多くなるため、イメージ

データ印刷の高速化が期待できる。

l パワーセーブの選択［パワーセーブ］

［ユウコウ］と［ムコウ］の2つが設定条件である。

［ユウコウ］が工場出荷時の設定であり、データ入力やキー操作が無い場合に、5分間でパワー

セーブ状態となる。

［ムコウ］の場合は、パワーセーブ状態に入らない。

l 連続用紙から単票への切り替え動作の選択［レンタン　キリカエ　モード］

連続用紙から単票に切り換えたとき、連続用紙を19インチ引き戻す動作を行う。

この時連続用紙が19インチ以上出力されていて、引き戻せなかった場合の動作を選択する。

［ヒョウジュン］と［Hタイオウ］の2つが設定条件である。

［ヒョウジュン］が工場出荷時の設定で、引き戻せなかった場合は、連続紙モードのままである。

［Hタイオウ］は、引き戻せなかった場合は、19インチ用紙送りをして［001　ヨウシ　テンケン］

を表示する。

用紙を切断し、印刷スイッチを押すと、単票モードに切り換わる。

l USPCモードの選択［USPC　モード］

パラレル・ポートのUSPCのモードを選択する。

［FIFO-OFF］、［FIFO-OFF（NBL）］、［FIFO-ON］、［FIFO-ON（NBL）］の4つが設定条件である。

［FIFO-OFF］が工場出荷値である。

［FIFO-OFF］ 1バイト毎にデータを受信する。

［FIFO-OFF（NBL）］ 1バイト毎にデータを受信する。IEEE1284のニブルモードに対応してい

る。

［FIFO-ON］ 16バイトFIFOを使用して高速にデータを受信する。

［FIFO-OFF（NBL）］ 16バイトFIFOを使用して高速にデータを受信する。IEEE1284のニブル

モードに対応している。

l AIOコマンドタイムアウト時間の設定［AIO　CMD　タイマー］

インターフェース・カードと通信を行っている専用コマンドに対する応答時間の上限を設定す

る。

［10 sec］が工場出荷時の設定で、10秒間の設定値となっている。

設定時間を越えて応答が無い場合は、［647　マシン　チェック］を表示する。
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l AIOコマンドのトレース・モードの選択［AIO　コマンド　トレース］

トレース・モードが選択されている時に、インターフェース・カードのAIOコマンド印字をする

かどうかを選択する。

［ムコウ］と［ユウコウ］の2つが設定条件である。

［ムコウ］が工場出荷値で、印刷データのみをトレースする。

［ユウコウ］の場合は、AIOコマンドのみをトレースする。

l MIBオブジェクト設定の選択［MIBオブジェクト　セット］

［ユウコウ］と［ムコウ］の2つが設定条件である。

［ユウコウ］が工場出荷値である。

［ムコウ］の場合は、MIBオブジェクトに設定されても無効となる。

l リモートウェークアップの設定［リモート　ウェークアップ］

USBリモートウェークアップ機能の動作を設定する。

［ユウコウ］と［ムコウ］の2つが設定条件である。

［ユウコウ］が工場出荷時の設定で、通常は設定の変更を行う必要はない。

USBリモートウェークアップが［ユウコウ］になっていることで、USBの通信障害が発生する場

合に、リモートウェークアップを［ムコウ］に設定する。

l 紙ホチキススキップの設定［カミ　ホチキス　スキップ］

紙ホチキスモードにて、キャリアーが用紙端を回避する動作時の高速スキップの有無を設定す

る。

罫線印字のずれが解消できない場合には、本設定を［ムコウ］にすることによりずれの解消が期

待できる。しかし、印字の処理時間が長くなる為、ユーザーの使用状況に合わせて選択する必要

がある。

［ユウコウ］と［ムコウ］の2つが設定条件である。

［ムコウ］が工場出荷時の設定で、高速スキップを行わない。

［ユウコウ］の場合は、高速スキップを行う（従来の動き）。
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5.2.10 NVRAM初期化

初期化は次の手順で行う。

印刷不可状態で下段選択スイッチを押し、「ゲダン　キノウ」を表示させる。

設定スイッチと下段選択スイッチを同時に2秒以上押すと、ブザーが鳴り「CSRモード」に入る。

次項目または前項目スイッチを押して「5　NVRAM　ショキカ」を表示させ、設定スイッチを押す。

次項目または前項目スイッチを押して目的の機能を表示させ、設定スイッチを押すとブザーが鳴り、NVRAM

が初期化される。

印刷スイッチを押すと、初期診断プログラムが実行され終了する。

NVRAM初期化として、以下の機能が用意されている。

l 全て初期化［スベテ　ショキカ］

工場出荷時のトップマージン、AGA GAP補正値、ネットワーク詳細設定値を除き、NVRAMの

全ての内容が、マイクロコードが設定している値に初期化される。

l 一部初期化［イチブ　ショキカ］

次の項目について、マイクロコードが設定している値に初期化される。

－　ネットワーク詳細設定値を除く初期値設定全て

－　左マージン

－　下マージン

－　連続紙トップマージン＊

－　単票（上向き）トップマージン＊

－　単票（下向き）トップマージン＊

－　ミシン目調整位置

注：

1. ＊の値については、プリンター出荷時に使用されたカードの場合は工場出荷時の調整値に初期

化される。

2. 全て初期化、一部初期化のいずれの初期化においても全ユーザーの設定値が初期化される。

l 旧バージョン設定［キュウ　バージョン］

初期設定の一部を従来の5579シリーズ（5579-K02に関しては、ROMバージョン2.50以前のモデ

ル）の工場出荷時の設定にする。

エミュレーション ＝ 5577
インターフェース ＝ コンバージド

ニホンゴモジセット ＝ ニホンゴモジセット（キュウ）

90ネンカイテイ ＝ テキヨウナシ
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5.2.11 マイクロコードのダウンロード

目的

プリンターを制御するマイクロコードは、PCから変更することが可能である。マイクロコードはホー

ムページから入手可能である。

方法

マイクロコードには2種類ある。プリンター本体制御用のマイクロコードと、Interface Card用マイク

ロコードを、それぞれ独自にダウンロード可能である。

プリンターのマイクロコード・ダウンロードは、使用しているPCのパラレル・インターフェースまた

はネットワーク上から実行可能である。

Interface Card用マイクロコードは、以下表に示す通りネットワーク経由のダウンロードのみ可能で、

パラレル・インターフェース経由のダウンロードは実施できない。

図5-56　マイクロコードのダウンロード　対応表

注：

1. マイクロコードのダウンロード中に、プリンターの電源を切る、インターフェース・ケーブルを

外す、印刷データを送信する等は行わないこと。

2. ダウンロードするマイクロコードは、必ずプリンターの型番と合っていることを確認すること。

3. ネットワークからのダウンロードは、 ネットワーク環境によっては正常にできない可能性があ

るので、できるだけネットワーク上にダウンロードで使用しているPC以外の機器を接続しない

環境を構築して変更すること。

4. プリンター本体制御用、Interface Card用両方のマイクロコードを続けてダウンロードする場合

は、必ず一方のダウンロード完了を確認した後で、もう一方のダウンロードを実行すること。

5. ダウンロードが正しく行われなかった場合は、エラーコード「642」を表示して停止する。詳細は

3-43ページを参照のこと。

各方法のダウンロードは次ページ以降の手順で行う（最新のダウンロード方法はインターネットの 
ホームページに記載されているので確認すること）。

Interface Card
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5.2.11.1 ネットワーク経由でダウンロードする場合の注意事項

ダウンロード作業における確認事項

l PC上にファイアウォールの設定がされている場合は、必ずファイアウォールを無効にする

こと。また、ウイルス検知ソフトウェアが起動している場合は、一旦その機能を無効にする

こと。

l プリンターは必ず停止状態（印刷中ではなく、エラーも発生していない状態。「インサツ　

カノウ」もしくは「パワーセーブ　チュウ」表示状態）であることを確認すること。

l 使用するネットワーク機器（ケーブル、HUB等）に障害が発生していないことを確認する

こと。

l すべての作業が終了するまで、プリンターの電源は切断しないこと。また、ケーブルも外れ

ないように注意すること。

クロスケーブル直結またはHUBを介した1対1の接続で実行する場合の注意事項

l PCのネットワーク設定ではIPアドレスを固定にすること。

 LAN経由で実行する場合の注意事項

原則として、マイクロコードのダウンロードはPCとプリンターをクロスケーブルを使用して直

結するか、HUBを介して1対1で接続して実行する。

やむを得ずネットワーク経由でFTPを使用してマイクロコードをダウンロードする場合は、必

ず次の注意事項を踏まえた上で実行する。

l 無線LAN経由で実行しない。

l ルータ越えはせず、同一セグメント内で作業する。

l LAN上の通信が混雑していないことを確認する。

l プリンターを共有している場合、他の端末より印刷指示を出さないよう関係者に通知する。

l プリンターのサブネット・マスク、デフォルト・ゲートウェイ・アドレスが、正しく設定され

ていることを確認する。

l PCよりpingコマンドを使用して、プリンターとの通信が行えることを確認する。
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ダウンロード失敗時の対処法（LAN経由時）

LAN経由でダウンロードを行った場合、前述の注意事項を実行しても何らかの原因でダウンロー

ドに失敗する場合がある。この場合には、以下のように対応する。

1. プリンター本体のマイクロコードのダウンロードに失敗した場合

【現象】

ダウンロード終了後にプリンターをリセットした際、エラーコード「642」もしくは「6FF」が発生。

【対処法】

パラレルI/F経由によるダウンロードを実行する。（5.2.11.4参照）

2. Interface Cardのマイクロコード（Ver.1.2.0以前）のダウンロードに失敗した場合

【現象】

ダウンロード終了後にプリンターをリセットした際、エラーコード「647」が発生、ネットワーク

通信およびUSB通信ができない。

【対処法】

Interface Cardを交換する。（5.1.5参照）

3. Interface Cardのマイクロコード（Ver.1.4.3以降）のダウンロードに失敗した場合

【現象1】
l FTP画面上でダウンロードが終了したが、プリンターのリセット動作後にInterface Cardの

バージョンを確認してもバージョンが更新されない

l FTPが途中で失敗する（例：FTP画面上に「接続はピアによってリセットされました」等の

表示が出る）

【対処法】

プリンターの電源をオフし、ネットワーク環境を十分確認の上、プリンターの電源をオンして

から再度ダウンロードを実行する。

【現象2】
ダウンロード終了後にプリンターをリセットした際、エラーコード「647」が発生、ネットワーク

通信およびUSB通信ができない。

【対処法】

Interface Cardを交換する。（5.1.5参照）
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プリンター本体のマイクロコードのバージョンがV1.50以降の場合は、上記に加え以下の現象が発

生する場合がある。

【現象3】
l プリンター操作パネル上の表示に「NW　ダウンロードエラー」が表示される。

l ダウンロード中、数分待ってもプリンターの操作パネルの表示に変化がない（「NW FLASH 
WRITING，Don’t Power Off」が表示されない）。

【対処法】

プリンターの電源をオフし、ネットワーク環境を十分確認の上、再度プリンターの電源をオン

してからダウンロードを実行する。
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5.2.11.2 本体制御用マイクロコードのダウンロード（ネットワーク）

方法

ネットワーク詳細値印刷を行い設定値リストを保管する。また、弊社ホームページから予めダウン

ロードするマイクロコードを、PC内部に保存しておく。その上で以下の手順で行う。

（インターフェース選択が「ネットワーク」または「ジドウセンタク」になっていることを確認する

こと）

電源ケーブル、ネットワーク・ケーブル以外のケーブルを外しておく。

印刷中でないこと、印刷可ランプが点灯していることを確認する。

ネットワーク上のPCからFTPのputコマンドを使用して、"pr_flash"ポートへマイクロコードを送信す

る（通常はpr_flashポートは表示されない）。

注： FTPでの通信例は以下に記載する。IPアドレス、パスワード（Defaultは「無し」）は環境や設定

により異なる。

quitコマンドでftpを終了する。
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終了

プリンターの操作パネルの2行目に、データの受信にしたがって、表示された「1」の文字が増える。更

新が完了すると自動的に初期診断テストが実行される。

初期診断テスト終了後、プリンターをオフラインにした状態の操作パネルで、新しいバージョンが

表示されていることを確認する。

注：

1. 初期診断テストが実行されない場合、またはエラーコード「642」「6FF」が発生した場合、ダウン

ロードに失敗している可能性がある。5.2.11.1を参照すること。

2. 初期診断テストが正常に終了した後、以下の項目を確認すること。

l マイクロコードのバージョンが変更されているか（初期値印刷を行って確認する）

l ダウンロード前後で各設定値に変化がないか（初期値印刷とインターフェース設定値印刷を

行って確認する）
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5.2.11.3 Interface Card用マイクロコードのダウンロード（ネットワーク）

方法

ネットワーク詳細値印刷を行い設定値リストを保管する。また、弊社ホームページから予めダウン

ロードするマイクロコードを、PC内部に保存しておく。その上で以下の手順で行う。

（インターフェース選択が「ネットワーク」または「ジドウセンタク」になっていることを確認する

こと）

電源ケーブル、ネットワーク・ケーブル以外のケーブルを外しておく。

印刷中でないことを確認する。

ネットワーク上のPCからFTPのputコマンドを使用して、"flash"ポートへマイクロコードを送信する

（通常はflashポートは表示されない）。

注： FTPでの通信例は以下に記載する。IPアドレス、パスワード（Defaultは「無し」）は環境や設定

により異なる。

Interface Cardのバージョンが1.4.3以降で、かつプリンター本体のバージョンが1.50以降の場合、マイ

クロコードの書き込み中は、プリンターの操作パネルに以下のように表示される。

get hardresetコマンドを入力し、quitコマンドでftpを終了する。
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終了

ダウンロードが正常に終了すると、プリンターの操作パネルに、「ネットワーク　セッテイチュウ」

が表示され、終了する（プリンターの初期診断テストは実行されない）。

ダウンロードが正しく行われたかどうかは、PC上のWebブラウザで確認可能である。

WebブラウザにおいてプリンターのIPアドレスを指定し、Webページ上のInterface Cardのバージョ

ン表記が新しいバージョンに更新されていることを確認する。

注： プリンターのリセット後、エラーコード「647」が発生した場合は、Interface Cardを交換する。

（5.1.5参照）
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5.2.11.4 本体制御用マイクロコードのダウンロード（パラレルI/F）

方法

初期値印刷、及びインターフェース設定値印刷を行い、設定値リストを保管する。また、弊社ホーム

ページから予めダウンロードするマイクロコードを、PC内部に保存しておく。その上で以下の手順

で行う。

プリンターの電源をオフし、電源ケーブル、パラレル・インターフェース・ケーブル以外のケーブルを外

す。

印刷スイッチと排出／先頭行スイッチを押しながら電源を入れる。

注： 操作パネルに「FLASH DOWNLOAD」と表示後、1分以内に処理が開始されないと、プリンター

はダウンロードモードを終了して、初期化動作を開始するので、ダウンロードを行う場合は、も

う一度、  からやり直すこと。

パラレル・インターフェースからDOSプロンプトのCOPYコマンドを使用して、マイクロコードを送信

する。

 

終了

プリンターの操作パネルの2行目に、データの受信にしたがって、表示された「1」の文字が増える。更

新が完了すると自動的に初期診断テストが実行される。

初期診断テスト終了後、プリンターをオフラインにした状態の操作パネルで、新しいバージョンが

表示されていることを確認する。

注：

1. 初期診断テストが実行されない場合、またはエラーコード「642」「6FF」が発生した場合、ダウン

ロードに失敗している可能性があるので、再度  からやり直すこと。

2. 初期診断テストが正常に終了後、初期値印刷とインターフェース設定値印刷を行い、マイクロ

コードのバージョンが変更されていること、各設定値がダウンロード前と変化が無いことを確

認すること。
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5.2.12 PlatenとPrint Headとのギャップ調整

調整値

「カミアツ　コテイ　 」で0.43 mm－0.47 mmにする。

方法

Power Onの状態で、操作パネルの紙厚設定スイッチを押し、「カミアツ　コテイ　 」にして、

Power Off にする。

Ribbon Shieldを外した状態でPrint Headを取り付ける。

Thickness Gaugeで0.48 mmは通らず、0.43 mmが通るように調整する。左右のEccentric Guideのネジ  

 をゆるめ、ガイド  を回転させてギャップを調整する。左側の印字開始点と右端および中央で調整

を行う。

ネジ  を締め付けた後、ギャップをチェックして正しくなければ再度調整する。

調整後、印字テストを行って印字品質や用紙ジャムのないことを確認する。

図　5-57　PlatenとPrint Headのギャップ調整




